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は
じ
め
に

本
稿
は
、
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
所
藏
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・

刑
部
類
「
斷
罪
引
律
令
」
條
の
翻
刻
に
、
譯
註
と
解
說
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
史
料
の
解
題
お
よ
び
本
譯
註
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
前
稿
を
參
照
さ
れ
た
い①
。

原
文
翻
刻
の
底
本
に
は
、「
皇
明
條
法
事
類
纂
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（h

ttps://iiif.

dl.itc.u
-tokyo.ac.jp/repo/s/kou

m
in

/page/h
om

e

）」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
寫
眞
を
用
い
た
。
こ
れ
は
二
〇
一
八
年
八
月
よ
り
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
か
ら
公

開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
原
本
を
除
け
ば
現
在
確
認
で
き
る
な
か
で
最
も
髙
精
細
な

も
の
で
あ
る②
。

翻
刻
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
實
な
翻
刻
を
心
が
け
た
が
、
俗
字
は

正
字
に
改
め
、
假
借
字
は
「
切
（
竊
）」
の
形
式
で
正
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
本
會
が

講
讀
す
る
な
か
で
發
覺
し
た
誤
字
に
つ
い
て
は
、「
人
﹇
又
﹈」
の
よ
う
に
表
し
、
脫

字
は
「〔
…
…
〕」
と
し
、
そ
の
理
由
を
註
記
し
た
。
な
お
、
楊
一
凡
主
編
『
中
國
珍

稀
法
律
典
籍
集
成
』
乙
編
第
四
册
（
北
京
・
科
學
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
所
收
の
標
點

本
テ
キ
ス
ト
（
以
降
「
楊
本
」
と
略
稱
）
は
、
古
典
硏
究
會
に
よ
る
影
印
本
（
汲
古
書

院
、
一
九
六
六
年
）
を
底
本
と
し
、
誤
植
や
理
由
不
明
の
修
訂
が
多
い
こ
と
か
ら
句
讀

の
參
考
に
す
る
に
と
ど
め
た
。

譯
註
③　

禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律
條
例

日
付
・
報
吿
者
・
タ
イ
ト
ル

　

原　

文　禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律
條
例③

成
化
十
五
年
閏
十
二
﹇
十
﹈
月
二
十
一
日④
、刑
部
等
衙
門
尙
書
等
官
林⑤　

等
題
、

爲
公
務
事
。

　

訓　

讀　妄み
だ

り
に
會
定
比
附
律
條
と
稱
し
た
る
を
禁
革
す
る
の
例

成
化
十
五
年
閏
十
月
二
十
一
日
、
刑
部
等
衙
門
尙
書
等
の
官 

林　

等
題
す
ら

く
、
公
務
の
事
の
爲
に
す
。

王
恕
の
奏
請
の
引
用

　

原　

文　
該
巡
撫
南
直
隷
兵
部
尙
書
兼
左
副
都
御
史
王⑥　

具
奏
應
議
事
件
、
內
開
、

譯　

註

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
下
）

明
律
硏
究
會
・
井
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充
幸
・
猪
俣
貴
幸
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律
乃
治
天
下
之
大
法
。
所
以
繩
法⑦
之
人
、
而
欲
其
不
犯
是
罪
、
刑
期
無
刑⑧

之
意
也
。
我
太
祖
髙
皇
帝
平
定
天
一
﹇
天
下⑨
﹈
之
初
、
斟
酌
歷
代
律
條
而
損

益
之
、
定
爲
大
明
律
、
凡
四
百
六
十
條
、
頒
行
天
下
。
而
名
例
律
有
曰
、

　

  
凡
律
令
該
載
不
盡
事
理
、
若
斷
罪
而
無
正
條
者
、
引
律
比
附
、
應
加
應

減
、
定
擬
罪
名
、
轉
逹
刑
部
、
議
定
奏
聞
。⑩

其
欽
恤⑪
之
意
、
可
謂
至
矣⑫
。
臣
昔
備
員
法
司
、
未
見
有
所
謂
會
定
見
行
律
條

者
。
近
得
在
京
書
坊
刋
行
大
明
律
、
後
有
會
定
律
條⑬
一
百
八
十
﹇
一
百
八
﹈

條⑭
、
不
知
何
時
而
會
定
也
。
竊
觀
其
間
、
亦
有
未
恊
（
協
）
於
中
、
不
可
行

於
天
下
者
。
內
之
法
官
、
老
於
刑
名
者
、
必
不
依
此
比
附
。
但
恐
流
傳
四
方
、

未
免
有
誤⑮
新
進
之
士
。
請
略
舉
一
二
而
言
之
。

且
如
兵
律
〔
多
支
廩
給
條
云
〕、

　

  〔
凡
出
使
人
員
〕⑯
多
支
廩
給
者
、
計
贓
、
以
不
枉
法
論
。
當
該
官
吏
典

（
與
）
者
、
減
一
等
、
強
取
者
、
以
枉
法
論
、
官
吏
不
坐
。⑰

今
會
定
見
行
律
條
則
云⑱
、

　

多
支
廩
給
、
比
常
人
盜
官
倉
庫
錢
糧
論
。⑲

且
不
枉
法
贓
、

　

一
貫
以
下

六
十
、
一
貫
之
上
至
十
貫

七
十
、
不
刺
字
。⑳

常
人
盜
倉
庫
錢
糧
、

　

一
貫
以
下

七
十
、一
貫
之
上
至
五
貫

八
十
、一
十
貫

九
十
、刺
字
。㉑

　

二
者
之
贓
相
去
遠
甚㉒
。
此
乃
有
正
律
而
又
比
附
以
入
人
罪
者
也
。

人
﹇
又
﹈
如
刑
律
罵
制
使
及
本
管
長
官
云
、

　

  

凡
奉
制
命
出
使
、
而
官
吏
罵
詈
、
及
部
民
罵
本
屬
知
府
・
知
州
・
知
縣
、

軍
士
罵
本
管
指
揮
・
千
百
戸
、
若
吏
卒
罵
本
部
五
品
以
上
官
、

一
百
。

若
罵
六
品
以
下
長
官
、
各
減
三
等
。
罵
佐
貳
・
首
領
官
、
各
減
一
等
。㉓

今
會
定
見
行
律
條
則
云
、

　

罵
三
品
以
上
官
、
比
伊
﹇
依
﹈
罵
祖
父
母
・
父
母
律
、
紋
﹇
絞
﹈。㉔

人
﹇
又
﹈
云
、

　

罵
職
官
、
比
依
奴
婢
罵
家
長
〔
之
〕
期
親
。㉕

且
指
揮
使
・
指
揮
同
知
皆
三
品
官
也
。
本
屬
軍
士
罵
之
者
、
律
不
過
前
項

罪
。人

﹇
又
﹈
毆
制
使
及
本
管
長
官
條
云
、

　

  

若
流
外
官
及
軍
民
吏
卒
毆
非
本
管
三
品
以
上
官
者
、
八
十
、
徒
二
年
。

傷
者
、

一
百
、
徒
三
年
。
折
傷
者
、

一
百
、
流
三
千
里㉖
。
毆
傷
五

品
以
上
者
、
減
二
等
。
若
減
罪
輕
者
、
及
毆
傷
九
品
以
上
官
者
、
各
加

凡
闘
傷
二
等
。㉗

然
毆
三
品
以
上
官
不
過
徒
罪
、
毆
九
品
以
上
官
不
過

罪
。
今
將
罵
三
品
以

上
官
者
、
比
依
罵
祖
父
母
・
父
母
律
、
坐
以
死
罪
。
又
罵
職
官
者
、
比
伊

﹇
依
﹈
奴
婢
罵
家
長
之
期
親
律
、
坐
以
徒
罪
、
以
爲
過
之
、
不
得
此
爾
。
中
間

有
類
者
尙
多
。
然
恐
遠
年
會
有
如
此
比
依
、
今
且
不
可
得
﹇
行
﹈㉘
矣
。

如
蒙
乞
敕
法
司
會
議
、
合
無
將
此
會
定
見
行
律
條
刋
板
、
通
行
天
下
問
刑

衙
門
〔
禁
革
〕㉙
、
今
後
問
擬
罪
囚
、
悉
照
大
明
律
議
擬
、
仍
照
奏
准
見
行
事

例
發
落
。
如
果
情
犯
深
重
、
律
無
正
條
、
照
律
比
附
、
應
加
應
減
、
定
擬
罪

名
、
轉
逹
刑
部
定
擬
奏
聞
。
若
尋
常
不
應
情
犯
、
只
依
不
應
律
條
坐
之
、
不

必
全
依
會
定
律
條
比
附
。
如
此
、
則
可
不
誤
新
進
之
士
、
而
法
亦
無
輕
重
之

失
。前

件
會
議
得
、
原
無
會
定
律
條
、
合
准
法
司
會
議
禁
約
。
成
化
十
五
年
九

月
十
五
日
、
戶
部
等
衙
門
太
子
太
保
戶
部
尙
書
等
官
楊
鼎㉚
等
具
題
。

節
該
奉
聖
旨
、
准
擬
。
欽
此
。

　

訓　

讀　

該
巡
撫
南
直
隷
兵
部
尙
書
兼
左
副
都
御
史 

王　

應ま
さ

に
議
す
べ
き
の
事
件
を
具
奏

し
た
る
に
、
內
に
開
す
ら
く
、
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律
は
乃
ち
天
下
を
治
む
る
の
大
法
な
り
。
所ゆ

え以
に
法
を
繩た

だ

す
の
人
、
而
し
て

其
の
是
れ
が
罪
を
犯
さ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、「
刑
は
刑
無
き
を
期
す
」
の

意
な
り
。
我
が
太
祖
髙
皇
帝 

天
下
を
平
定
す
る
の
初
め
、
歷
代
の
律
條
を
斟
酌

し
て
之
を
損
益
し
、
定
め
て
『
大
明
律
』
と
爲
す
こ
と
、
凡
そ
四
百
六
十
條
、

天
下
に
頒
行
す
。
而
し
て
名
例
律
に
曰
へ
る
有
り
、

　

  

凡
そ
律
令
の
該
載
し
盡
く
さ
ざ
る
事
理
、
若
し
く
は
罪
を
斷
ず
る
に
而
れ

ど
も
正
條
無
き
者
は
、
律
を
引
き
て
比
附
し
、
應ま

さ

に
加
ふ
べ
く
應ま

さ

に
減
ず

べ
く
、
罪
名
を
定
擬
し
、
刑
部
に
轉
逹
し
、
議
定
し
て
奏
聞
す
。

と
。
其
れ
欽
恤
の
意
、
至
れ
り
と
謂
ふ
べ
し
。

臣
、
昔さ

き

に
法
司
に
備
員
せ
ら
れ
た
る
も
、
未
だ
所い

わ
ゆ謂

る
『
會
定
見
行
律
條
』

な
る
者 

有
る
を
見
ず
。
近
ご
ろ
在
京
の
書
坊
の
刋
行
し
た
る
『
大
明
律
』
を
得

た
る
に
、
後
に
『
會
定
律
條
』
一
百
八
條 
有
り
て
、
何
れ
の
時
に
會
定
し
た
る

や
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
竊ひ

そ

か
に
其
の
間
を
觀
る
に
、
亦
た
未
だ
中
に
協か

な

は
ず
、

天
下
に
行お

こ
なふ

べ
か
ら
ざ
る
者 

有
り
。
內
の
法
官
の
、
刑
名
に
老な

れ
た
る
者
は
、

必
ず
や
此
れ
に
依
り
て
比
附
せ
ざ
る
べ
し
。
但
だ
四
方
に
流
傳
し
て
、
未
だ
新

進
の
士
を
誤
ら
し
む
る
有
る
を
免
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
請
ふ
ら
く
は
略あ

ら
まし

に
一
二
を
舉
げ
て
之
を
言
は
ん
こ
と
を
。

且そ

れ
兵
律
の
「
多
く
廩
給
を
支わ

か
つ
」
の
條
の
如
き
は
、

　

  

凡
そ
出
使
の
人
員 

多
く
廩
給
を
支わ

か
ち
た
る
者
は
、
贓
を
計
り
、
不
枉
法

を
以
て
論
ず
。
當
該
の
官
吏
の
與あ

づ
かり

た
る
者
は
減
ず
る
こ
と
一
等
、
強
取

せ
る
者
は
枉
法
を
以
て
論
じ
、
官
吏 

坐
せ
ず
。

と
云
へ
る
も
、
今
『
會
定
見
行
律
條
』
に
則
ち
、

　

  

多
く
廩
給
を
支
か
ち
た
る
は
、「
常
人 

官
の
倉
庫
の
錢
糧
を
盜
む
」
に
比

し
て
論
ず
。

と
云
ふ
。
且か

つ
「
不
枉
法
」
は
、

　

贓
一
貫
以
下
は

六
十
、一
貫
の
上 

十
貫
に
至
る
は

七
十
、
刺
字
せ
ず
。

と
あ
り
、「
常
人 

倉
庫
の
錢
糧
を
盜
む
」
は
、

　

  

一
貫
以
下
は

七
十
、
一
貫
の
上　

五
貫
に
至
る
は

八
十
、
一
十
貫
は

九
十
、
刺
字
す
。

と
あ
り
て
、
二
者
の
贓
、
相
去
る
こ
と
遠
甚
な
り
。
此
れ
乃
ち
正
律 

有
る
も
又

た
比
附
し
て
以
て
人
を
罪
に
入
る
る
者
な
り
。

又
た
刑
律
の
「
制
使 

及
び
本
管
の
長
官
を
罵
る
」
の
如
き
は
、

　

  

凡
そ
制
命
を
奉
じ
て
出
使
し
、
而
し
て
官
吏 

罵
詈
し
、
及
び
部
民 

本
屬
の

知
府
・
知
州
・
知
縣
を
罵
り
、
軍
士 

本
管
の
指
揮
・
千
百
戸
を
罵
り
、
若

し
く
は
吏
卒 

本
部
の
五
品
以
上
の
官
を
罵
ら
ば
、

一
百
。
若
し
六
品
以

下
の
長
官
を
罵
ら
ば
、
各
〻
三
等
を
減
ず
。
佐
貳
・
首
領
官
を
罵
ら
ば
、

各
〻
一
等
を
減
ず
。

と
云
へ
る
も
、
今
『
會
定
見
行
律
條
』
に
則
ち
、

　

  

三
品
以
上
の
官
を
罵
ら
ば
、「
祖
父
母
・
父
母
を
罵
る
」
の
律
に
比
依
し
て

絞
。

と
云
ひ
、
又
た
、

　

職
官
を
罵
ら
ば
、「
奴
婢 

家
長
の
期
親
を
罵
る
」
に
比
依
す
。

と
云
ふ
。
且そ

れ
指
揮
使
・
指
揮
同
知
は
皆
な
三
品
官
な
り
。
本
屬
の
軍
士
の
之

を
罵
る
者
は
、
律
は
前
項
の

罪
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

又
た
「
制
使 

及
び
本
管
の
長
官
を
毆
る
」
の
條
に
云
へ
ら
く
、

　

  

若
し
流
外
官 

及
び
軍
民
吏
卒
の
本
管
に
非
ざ
る
三
品
以
上
の
官
を
毆
る

者
は
、

八
十
、
徒
二
年
。
傷
つ
く
る
者
は
、

一
百
、
徒
三
年
。
折
傷

せ
る
者
は
、

一
百
、
流
三
千
里
。
五
品
以
上
を
毆
傷
せ
る
者
は
、
二
等

を
減
ず
。
若
し
罪
を
減
じ
て
輕
き
者
、
及
び
九
品
以
上
の
官
を
毆
傷
せ
る

者
は
、
各
〻 

凡
そ
闘
傷
に
二
等
を
加
ふ
。

と
。
然
ら
ば
三
品
以
上
の
官
を
毆
る
は
徒
罪
に
過
ぎ
ず
、
九
品
以
上
の
官
を
毆

る
は

罪
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
今
、
三
品
以
上
の
官
を
罵
る
者
を
將
っ
て
、「
祖
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父
母
・
父
母
を
罵
る
」
の
律
に
比
依
し
て
、
坐
す
る
に
死
罪
を
以
て
し
、
又
た

職
官
を
罵
る
者
は
、「
奴
婢 

家
長
の
期
親
を
罵
る
」
の
律
に
比
依
し
て
、
坐
す

る
に
徒
罪
を
以
て
す
る
は
、
以お

も爲
へ
ら
く
之
に
過
ぎ
た
れ
ば
、
此
れ
を
得
ざ
る

爾の
み

。
中
間
に
相
類に

た
る
者 

尙
ほ
も
多
し
。
然
る
に
恐
る
ら
く
は
遠
年 

會た
ま

〻た
ま

此
の

如
き
の
比
依 
有
る
も
、
今 

且ま
さ

に
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

如も

し
蒙か

う
むり

乞
ふ
ら
く
は
法
司
に
敕
し
て
會
議
せ
し
め
、合ま

さ

に
す
べ
き
や
無い

な

や
、

此
の
『
會
定
見
行
律
條
』
の
刋
板
を
將
て
禁
革
し
、
天
下
の
問
刑
衙
門
に
通
行

し
、
今
後 

罪
囚
を
問
擬
す
る
に
、
悉
く
『
大
明
律
』
に
照
ら
し
て
議
擬
し
、
仍

ほ
奏
准
せ
る
見
行
の
事
例
に
照
ら
し
て
發
落
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
如
し
果
た
し

て
情
犯
深
重
に
し
て
、
律
に
正
條
無
く
ん
ば
、
律
に
照
ら
し
て
比
附
し
、
應
に

加
ふ
べ
く
應
に
減
ず
べ
く
、
罪
名
を
定
擬
し
、
刑
部
に
轉
逹
し
て
定
擬
し
て
奏

聞
せ
ん
こ
と
を
。
若
し
尋
常
の
不
應
な
る
情
犯
な
れ
ば
、
只
だ
に
不
應
律
條
に

依
り
て
之
に
坐
し
、
必
ず
し
も
全
て
『
會
定
律
條
』
に
依
り
て
比
附
せ
ざ
れ
。

此か

く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
新
進
の
士
を
誤
ら
し
め
ず
、
而
し
て
法
も
亦
た
輕
重

の
失 

無
か
る
べ
し
。

前
件
、
會
議
し
て
得
た
る
に
、
原も

と

よ
り
『
會
定
律
條
』
無
け
れ
ば
、
合ま

さ

に
法

司
の
會
議
に
准よ

り
て
禁
約
す
べ
し
。
成
化
十
五
年
九
月
十
五
日
、
戶
部
等
衙
門

太
子
太
保
戶
部
尙
書
等
官 

楊
鼎
等 

具
題
す
。

節
該
の
聖
旨
を
奉
じ
た
る
に
、「
擬
に
准
れ
」
と
。
此
を
欽
し
め
り
。

林
聰
の
見
解
と
そ
の
結
果

　

原　

文　
欽
遵
、
備
咨
送
司
、
案
呈
到
部
。

會
同
都
察
院
掌
院
事
太
子
太
保
兵
部
尙
書
兼
左
都
御
史
王㉛　

、
大
理
寺
卿
宋32　

等
、
看
得
、
在
京
法
司
問
斷
囚
犯
、
悉
依
大
明
律
擬
罪
、
除
眞
犯
〔
死
〕
罪33
依
律

取
決
、
雜
犯
死
罪

徒
流
以
下
、
倶
照
見
行
事
例
、
運
磚
・
運
灰
・
運
炭
・
做
工

等
項
發
落
。
其
有
律
內
該
載
不
盡
事
理
、斷
罪
無
正
條
者
、引
律
比
附
、近
﹇
定
﹈34

擬
罪
名
、
奏
請
定
奪
。

別
無
會
定
見
行
律
條
、
顯
是
在
京
書
坊
射
利
之
徒
、
竊
取
法
司
曾
經
比
附
議
擬

條
件
、
傳
寫
訛
謬
、

附
己
意
、
雜
詐
僞
、
具
刋
印
貨
賣35
。
若
貨
賣36
若
使
問
刑
衙

門
依
憑
斷
罪
、
必
致
輕
重
失
論
﹇
倫
﹈37
、
有
乖
律
意
。

合
無
在
京
行
令
五
城
兵
馬
司
、
着
令
書
坊
刋
賣
之
家
、
如
有
前
項
妄
稱
會
定
律

條
刋
板
者
、
許
令
送
官
燒
毀
、
免
其
問
罪38
。
仍
通
行
內
外
問
刑
衙
門
、
一
体
（
體
）

禁
革
。
今
後
問
斷
罪
犯
、
悉
依
大
明
律
擬
議
、
仍
照
奏
准
見
行
事
例
發
落
。
果
有

律
無
正
條
者
、
引
律
比
附
、
應
加
應
減
、
定
擬
罪
名
、
在
內39
送
大
理
寺
審
允
、
奏

請
發
落
、
在
外
問
刑
衙
門

巡
按
御
史
・
按
察
司
官
、
徑
自
具
奏
定
奪
。

敢
有
將
前
項
妄
稱
會
定
律
條
比
附
、
以
致
罪
有
出
入
者
、
原
問
官
吏
以
故
出
入

人
罪
論
。
其
書
坊
印
賣
之
家
、
不
行
將
板
送
官
燒
毀
、
仍
前
印
賣
者
、
事
發
一
体

（
體
）
致
罪
。
如
此
、
則
發
﹇
法
﹈40
有
一
定
之
規
、
罪
無
輕
重
之
失
。
具
題
。

奉
聖
旨
、
是
。
這
刋
板
着
便
送
燒
毀
、
若
再
印
賣
者
、
重
罪
不
饒
。
欽
此
。

　

訓　

讀　
欽
遵
し
た
る
に
、
咨
を
備
へ
て
司
に
送
り
、
案
呈
し
て
部
に
到
る
。

都
察
院
掌
院
事 

太
子
太
保 

兵
部
尙
書
兼
左
都
御
史 

王　

、
大
理
寺
卿 

宋　

等

と
會
同
し
て
、
看
得
し
た
る
に
、
在
京
の
法
司 

囚
犯
を
問
斷
す
る
に
、
悉
く
『
大

明
律
』
に
依
り
て
擬
罪
し
、
眞
犯
死
罪
の
律
に
依
り
て
決
を
取
る
を
除
き
、
雜
犯

死
罪 

並
び
に
徒
流
以
下
、
倶
に
見
行
の
事
例
に
照
ら
し
て
運
磚
・
運
灰
・
運
炭
・

做
工
等
の
項
も
て
發
落
す
。
其
れ
律
內
に
該
載
す
る
も
盡
く
さ
ざ
る
事
理
、
罪
を

斷
ず
る
に
正
條 

無
き
者
有
ら
ば
、
律
を
引
き
て
比
附
し
、
罪
名
を
定
擬
し
、
奏
請

し
て
定
奪
す
。

別
に
『
會
定
見
行
律
條
』
無
け
れ
ば
、
顯
か
に
是
れ
在
京
の
書
坊
の
利
を
射も

と

め
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た
る
の
徒
、竊
か
に
法
司
の
曾
て
經す

で

に
比
附
し
て
議
擬
し
た
る
の
條
件
を
取
り
て
、

訛
謬
を
傳
寫
し
、
並
び
に
己お

の

が
意
を
附
し
、
詐
僞
を
雜ま

じ
へ
、
具
し
て
刋
印
し
貨

賣
せ
る
な
り
。
若
し
問
刑
の
衙
門
を
し
て
依
憑
し
て
罪
を
斷
ぜ
し
む
れ
ば
、
必
ず

や
輕
重 
倫
を
失
ひ
、
律
意
に
乖も

と

る
有
る
を
致
さ
ん
。

合ま
さ

に
す
べ
き
や
無い

な

や
、
京
に
在
り
て
は
五
城
兵
馬
司
に
行
令
し
て
、
書
坊 

刋
賣

の
家
に
着
令
し
て
、
如
し
前
項
の
妄
り
に
會
定
律
條
を
稱
し
た
る
を
刋
板
せ
し
者 

有
る
も
、
官
に
送
り
て
燒
毀
せ
し
む
れ
ば
、
其
の
問
罪
を
免
ず
る
を
許
す
を
。
仍

ほ
內
外
の
問
刑
の
衙
門
に
通
行
し
て
、
一
體
に
禁
革
せ
し
む
。
今
後 

罪
犯
を
問
斷

す
る
に
、
悉
く
『
大
明
律
』
に
依
り
て
擬
議
し
、
仍
ほ
奏
准
せ
る
見
行
の
事
例
に

照
ら
し
て
發
落
す
。
果
た
し
て
律
に
正
條 

無
き
者 

有
ら
ば
、
律
を
引
き
て
比
附

し
、
應
に
加
ふ
べ
く
應
に
減
ず
べ
く
、
罪
名
を
定
擬
し
、
內
に
在
り
て
は
大
理
寺

に
送
り
て
審
允
し
、奏
請
し
て
發
落
す
。
在
外
の
問
刑
の
衙
門 

並
び
に
巡
按
御
史
・

按
察
司
の
官
、
徑た

だ

ち
に
自
ら
具
奏
し
て
定
奪
す
。

敢
へ
て
前
項
の
妄
り
に
會
定
律
條
を
稱
し
た
る
を
將
て
比
附
し
、
以
て
罪
に
出

入 

有
る
を
致
す
者 

有
ら
ば
、
原
問
の
官
吏 

故
に
人
に
罪
を
出
入
せ
る
を
以
て
論

ず
。
其
れ
書
坊 

印
賣
の
家
、
板
を
將
て
官
に
送
り
燒
毀
す
る
を
行
わ
ず
、
前
に
仍よ

り
て
印
賣
せ
る
者
、
事 

發
す
れ
ば
一
體
に
致
罪
す
。
此
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
法
に

一
定
の
規　

有
り
て
、
罪
に
輕
重
の
失 

無
か
ら
ん
。
具
題
す
。

聖
旨
を
奉
じ
た
る
に
、「
是
な
り
。
這
の
刋
板
は
便
ち
に
送
り
て
燒
毀
せ
し
め
、

若
し
再
び
印
賣
せ
し
者
は
、
重
罪
も
て
饒ゆ

る

さ
ざ
れ
」
と
。
此
れ
を
欽
し
め
り
。

解
說

『
明
史
』
刑
法
志
に
あ
る
事
件
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

　

  

成
化
十
五
（
一
四
七
九
）
年
、
南
直
隸
巡
撫
の
王
恕
が
こ
の
よ
う
に
上
奏
し
た
。

　

  「『
大
明
律
』
の
う
し
ろ
に
、「
會
定
見
行
律
」
な
る
も
の
が
百
八
條
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
由
來
は
不
明
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
兵
律
の
「
多
く
廩
給
を
支

か
つ
」
や
、
刑
律
の
「
制
使
を
罵
る
及
び
本
管
の
長
官
を
罵
る
」
な
ど
の
條
で

は
、
い
ず
れ
も
量
刑
の
輕
重
に
道
理
を
缺
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
書
物
が
四
方

に
流
傳
し
、
官
吏
の
判
斷
を
誤
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
版
木
を
接
收
し
て
燒
却
す

る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
」。
こ
れ
は
す
ぐ
に
裁
可
さ
れ
、そ
の
版
木
は
燒
却

處
分
さ
れ
、
こ
の
「
會
定
見
行
律
」
に
依
據
し
て
罪
を
不
當
に
重
く
し
た
り
輕

く
し
た
り
し
た
者
が
い
た
場
合
に
は
、
故
意
に
行
っ
た
も
の
と
見
做
し
て
斷
罪

す
る
こ
と
と
な
っ
た41
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
出
て
く
る
『
會
定
見
行
律
』
な
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
か
の
沈
家
本
も
着

目
し
て
お
り
、「
思
う
に
、
皇
帝
に
奏
上
し
て
決
定
す
る
と
い
う
正
規
の
手
續
き
を
經

た
律
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
理
由
で
そ
れ
ら
が
官
版
の
書
籍
に
揭

載
さ
れ
お
お
む
ね
沿
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
こ
と
に
不
可
解

な
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
別
に
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
上
奏
文
に

あ
ら
わ
す
こ
と
が
不
都
合
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
」と
述
べ
て
い
る42
。
本
稿
で
は
、

こ
の
事
件
の
詳
し
い
經
緯
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
、
そ
の
こ
と
を
通
じ

て
、
沈
家
本
の
抱
い
た
こ
の
疑
問
に
對
す
る
囘
答
の
提
示
を
試
み
た
い
。

こ
の
上
奏
を
提
出
し
た
王
恕
は
四
十
五
年
の
官
歷
の
中
で
三
千
件
あ
ま
り
の
上
疏

を
殘
し
た
と
さ
れ
、
彼
の
奏
議
集
『
王
端
毅
公
奏
議
』
十
五
卷
な
ど
は
、
そ
の
一
部
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を
收
錄
す
る
に
過
ぎ
な
い43
。
そ
の
た
め
、
こ
の
事
件
に
關
す
る
奏
議
も
殘
念
な
が
ら

載
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
關
係
す
る
人
物
の
奏
議
集
や
文
集
に
も

見
え
な
い
た
め
、『
事
類
纂
』
な
ら
び
に
『
成
化
十
五
年
條
例
』・『
大
明
九
卿
事
例
案

例
』
第
二
二
册
（
い
ず
れ
も
臺
灣
中
央
硏
究
院
傅
斯
年
圖
書
館
所
藏
、以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
十
五

年
』・『
九
卿
』
と
略
稱
）
所
收
の
「
禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律
條
例
」
が
、
こ
の
事
件
に

關
す
る
最
も
詳
細
な
記
錄
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
題
本
は
、
成
化
十
五
年
閏
十
月
二
十
一
日
に
刑
部
尙
書
の
林
聰
に
よ
っ
て
上

奏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
林
聰
の
題
本
に
引
用
さ
れ
た
王
恕
の
上
奏
を
檢

討
し
て
ゆ
こ
う
。

律
と
は
天
下
を
治
め
る
た
め
の
大
法
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
法
を
も

ち
い
て
物
事
を
正
す
立
場
に
あ
る
者
は
、
こ
の
罪
を
犯
さ
せ
ぬ
よ
う
に
と
願

う
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
『
尙
書
』
大
禹
謨
の
「
刑
罰
を
設
け
る
目
的
は
、

刑
罰
が
無
用
に
な
る
こ
と
に
あ
る
」
の
眞
意
な
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
太
祖

髙
皇
帝
は
天
下
を
平
定
し
て
は
じ
め
に
、
歷
代
の
律
條
を
斟
酌
し
て
損
益
を

ほ
ど
こ
し
、『
大
明
律
』
四
百
六
十
條
を
定
め
、
天
下
に
頒
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
名
例
律
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

お
よ
そ
律
令
に
該
當
す
る
條
文
が
載
っ
て
い
る
も
の
の
、
物
事
の
道
理

を
盡
く
さ
ず
、
あ
る
い
は
罪
を
斷
ず
る
に
該
當
す
る
正
條
が
無
い
場
合

は
、
律
を
引
い
て
比
附
し
、
そ
の
條
文
に
定
め
る
刑
罰
よ
り
加
重
す
る

か
輕
減
す
る
か
を
熟
考
し
て
、
罪
名
を
定
め
、
刑
部
に
轉
送
し
て
、
刑

部
で
審
議
し
て
皇
帝
に
上
奏
し
裁
可
を
得
る
。

こ
れ
こ
そ
皇
帝
陛
下
の
人
民
を
い
つ
く
し
む
お
気
持
ち
が
、
ま
こ
と
に
よ
く

行
き
届
い
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

冒
頭
に
は
、
古
典
の
引
用
に
續
い
て
『
大
明
律
』
名
例
律
「
斷
罪
無
正
條
」
が
示

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
稿
に
お
い
て
も
述
べ
た
通
り
、
比
附
の
法
的
根
據
と
な
る
條

文
で
あ
り
、
後
に
續
く
議
論
の
前
提
と
し
て
、
比
附
に
よ
っ
て
判
決
を
下
す
場
合
に

は
、
そ
の
都
度
皇
帝
に
上
申
し
て
裁
可
を
得
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
を
確
認

す
る
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、王
恕
は
本
題
に
入
っ

て
ゆ
く
。

わ
た
く
し
は
か
つ
て
、
司
法
を
擔
當
す
る
衙
門
に
所
屬
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
い
わ
ゆ
る
『
會
定
見
行
律
條
』
な
る
も
の
を
一
度
た
り
と
も
見
か
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
ご
ろ
在
京
の
書
店
が
刋
行
し
た

『
大
明
律
』
を
入
手
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
後
に
『
會
定
律
條
』
一
百
八
條

が
付
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
い
つ
「
會
定
」
さ
れ
た
も
の
な
の

か
ま
っ
た
く
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
自
ら
そ
の
內
容
を
拜
見

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
は
內
容
が
不
適
當
で
、
天
下
に
頒
行
す
べ
き
で
な

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
央
の
法
官
の
う
ち
、
刑
名
の
實
務
に
熟
練
し

た
者
は
、
決
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
に
依
ら
ず
に
比
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
。
た
だ
心
配
な
の
は
、
こ
れ
が
四
方
に
流
傳
し
た
場
合
、
新
進
の
士

の
司
法
判
斷
を
誤
ら
せ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
以
下
、
あ
ら
ま
し
に
一
二
の
例
を
舉
げ
て
そ
の
こ
と
を
ご
說
明

申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、『
會
定
見
行
律
條
』
な
る
書
籍
と
、
そ
れ
に
關
連
す
る
問
題
點
が

提
起
さ
れ
る
。

こ
の
上
奏
に
當
た
っ
て
王
恕
が
入
手
し
た
『
會
定
見
行
律
條
』
の
版
本
は
、
殘
念

な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
籍
は
、
早

く
も
成
化
年
間
の
こ
の
時
點
に
お
い
て
、『
大
明
律
』
の
附
錄
と
し
て
卷
末
に
一
〇
八
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條
を
ま
と
め
て
揭
載
す
る
と
い
う
、
極
め
て
實
用
的
か
つ
整
っ
た
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
點
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

黃
彰
健
は
「
明
代
律
例
刋
本
所
附
「
比
附
律
條
」
考
」44
を
著
し
、『
事
類
纂
』
所
收

「
禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律
條
例
」（
す
な
わ
ち
本
稿
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
史
料
を
檢

討
し
、現
存
す
る
嘉
靖
年
間
以
降
の
版
本
を
博
捜
し
た
上
で
、『
比
附
律
條
』全
一
〇
八

條
を
整
理
・
校
訂
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
『
會
定
見
行
律
條
』
の
形
式
は
後

の
刋
本
に
も
受
け
繼
が
れ45
、
ま
た
、
律
の
正
條
ご
と
に
注
記
の
形
で
付
す
る
も
の46
、

刑
名
に
關
す
る
總
合
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
實
用
類
書
の
類
い
に
、
匡
郭
を
分
割
し
て
本
文

に

記
し
た
も
の47
な
ど
、
多
樣
な
形
式
の
も
の
も
出
現
し
、
嘉
靖
年
間
に
盛
行
し
た

後
、萬
曆
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
『
萬
曆
問
刑
條
例
』
の
出
版
を
境
と
し
て
消
滅
し

て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（「
比
附
律
條
考
」
自
一
〇
三
一
至
一
〇
三
四
頁
）。

こ
れ
ほ
ど
多
樣
な
形
式
の
諸
本
が
存
在
す
る
理
由
は
、
嘉
靖
か
ら
萬
曆
に
か
け
て

の
時
期
に
お
け
る
印
刷
技
術
の
向
上
と
出
版
點
數
の
增
加
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
一
方
で
、
成
化
十
五
年
頃
に
お
け
る
京
師
で
の
出
版
に
先
立
ち
、
す
で

に
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
內
容
を
備
え
た
テ
キ
ス
ト
が
、同
じ
目
的
で
出
版
（
あ
る
い
は
鈔

寫
）
さ
れ
普
及
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
成
化
七

（
一
四
七
一
）
年
、
陜
西
按
察
副
使
で
あ
っ
た
鄧
本
端
の
上
奏
に
、「
已
に
行
は
れ
た
る

比
律
條
例
」
へ
の
言
及
（
後
述
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
化
年
間
よ
り
も
以
前
か
ら
、

こ
う
し
た
比
附
に
關
す
る
事
例
集
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
確
實
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
段
階
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
形
式
は
樣
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
收
錄
さ
れ
る
條
文
に
も
相
互
に
出
入
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

條
目
數
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
可
能
性
が
髙
い
。
そ
の
こ
と
も
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト

が
多
樣
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
理
由
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
黃
彰
健
は
、
現
存
す

る
『
比
附
律
條
』
の
來
源
は
い
ず
れ
も
こ
の
『
會
定
見
行
律
條
』
に
歸
着
す
る
と
斷

じ
て
い
る
が
（「
比
附
律
條
考
」
一
〇
三
九
頁
）、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
少
し
愼
重
に
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
會
定
」、
す
な
わ
ち
中
央
の
司
法
官
僚
が
皇
帝
の
命
を
受
け
て

「
會
同
し
て
議
定
し
た
」
な
ど
と
、
胡
亂
な
文
句
を
冠
す
る
素
性
の
怪
し
い
書
物
を
、

『
大
明
律
』
と
同
等
の
正
規
の
法
典
で
あ
る
か
の
ご
と
く
扱
う
こ
と
は
、王
恕
な
ら
ず

と
も
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
王
恕
は
『
會
定
見
行
律
條
』
か
ら
具
體
例
を
擧
げ
て
『
大
明

律
』
の
條
文
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
が
司
法
判
斷
を
左
右
し
か
ね
な
い
不
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
論
證
す
る

た
と
え
ば
兵
律
の
「
多
く
廩
給
を
支
か
つ
」
の
條
文
を
例
に
と
り
ま
す
と
、

お
よ
そ
公
用
で
派
遣
さ
れ
た
官
員
で
規
定
よ
り
多
く
糧
食
を
支
給
さ
れ

た
者
は
、余
分
に
受
け
取
っ
た
分
を
贓
（
不
正
取
得
）
と
見
做
し
て
そ
の

量
を
計
り
、
不
枉
法
に
よ
っ
て
處
分
す
る
。
支
給
し
た
側
の
官
吏
で
そ

の
件
に
關
與
し
た
者
に
つ
い
て
は
一
等
を
減
じ
、
強
要
し
て
奪
っ
た
場

合
は
枉
法
に
よ
っ
て
處
分
し
、
官
吏
は
罪
に
問
わ
な
い
。

と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
會
定
見
行
律
條
』
を
見
ま

す
と
、規

定
よ
り
多
く
糧
食
を
支
給
さ
れ
た
者
は
、
刑
律
の
「
常
人 

官
の
倉
庫

の
錢
糧
を
盜
む
」
の
條
文
に
比
附
し
て
處
分
す
る
。

と
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
刑
律
の
「
官
吏
受
財
」
の
「
不
枉
法
」
に
は
、

贓
の
分
量
が
一
貫
以
下
で
あ
れ
ば

六
十
、
一
貫
以
上 

十
貫
ま
で
に

至
れ
ば

七
十
、
刺
字
は
し
な
い
。

と
あ
り
、
一
方
で
刑
律
の
「
常
人 

倉
庫
の
錢
糧
を
盜
む
」
の
條
文
に
は
、

一
貫
以
下
は

七
十
、
一
貫
以
上　

五
貫
ま
で
に
至
れ
ば

八
十
、

一
十
貫
は

九
十
、
刺
字
す
る
。

と
あ
り
、
こ
の
兩
者
の
贓
に
對
す
る
處
罰
は
、
非
常
に
大
き
く
か
け
離
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
正
律
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
附
し
て
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人
に
罪
を
不
當
に
加
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
刑
律
の
「
制
使 

及
び
本
管
の
長
官
を
罵
る
」
の
條
文
に
は
、

お
よ
そ
敕
命
を
奉
じ
て
出
使
し
た
際
に
、
現
地
の
官
吏
が
そ
の
使
者
を

罵
っ
た
り
、
ま
た
は
部
民
が
直
屬
の
知
府
・
知
州
・
知
縣
を
罵
っ
た
り
、

軍
士
が
所
管
の
指
揮
・
千
百
戸
を
罵
っ
た
り
、
も
し
く
は
吏
卒
が
直
屬

の
五
品
以
上
の
官
を
罵
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

一
百
。
も
し
六
品
以

下
の
長
官
を
罵
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
三
等
を
減
じ
る
。

直
屬
の
佐
貳
官
や
首
領
官
を
罵
っ
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
一
等
を
減
じ
る
。

と
あ
り
ま
す
が
、『
會
定
見
行
律
條
』
で
は
、

三
品
以
上
の
官
を
罵
っ
た
場
合
は
、
刑
律
の
「
祖
父
母 

父
母
を
罵
る
」

に
比
附
し
て
絞
に
處
す
。

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

職
官
を
罵
っ
た
場
合
は
、
刑
律
の
「
奴
婢 
家
長
の
期
親
を
罵
る
」
に
比

附
す
る
。

と
あ
り
ま
す
。
指
揮
使
・
指
揮
同
知
と
い
う
の
は
い
ず
れ
も
三
品
官
で
あ
り

ま
す
。
直
屬
の
軍
士
が
こ
れ
ら
に
暴
言
を
浴
び
せ
た
場
合
は
、
律
文
で
は
前

項
の
と
お
り
の

罪
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
「
制
使 

及
び
本
管
の
長
官
を
毆
る
」
の
條
文
を
見
ま
す
と
、

も
し
流
外
官
ま
た
は
軍
民 

吏
卒
が
所
管
で
は
な
い
三
品
以
上
の
官
を

暴
行
し
た
場
合
は
、

八
十
、
徒
二
年
。
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
は
、

一
百
、
徒
三
年
。
骨
折
さ
せ
た
場
合
は
、

一
百
、
流
三
千
里
。
五
品

以
上
の
官
を
暴
行
し
て
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
は
、
二
等
を
減
じ
る
。
も

し
罪
を
減
じ
て
一
般
の
場
合
よ
り
輕
く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
九
品
以

上
の
官
を
暴
行
し
て
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一

般
の
暴
行
傷
害
に
二
等
を
加
え
る
。

と
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
す
る
と
三
品
以
上
の
官
を
暴
行
し
て
も
徒
罪
に
過

ぎ
ず
、
九
品
以
上
の
官
を
暴
行
し
て
も

罪
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
『
會
定
見
行
律
條
』
に
從
っ
て
、
三
品
以
上
の
官
に
暴
言
を
浴

び
せ
た
者
に
「
祖
父
母 

父
母
を
罵
る
」
の
律
に
比
附
し
て
死
罪
を
當
て
、
ま

た
職
官
を
罵
倒
し
た
者
に
「
奴
婢 

家
長
の
期
親
を
罵
る
」
の
律
に
比
附
し
て

徒
罪
を
當
て
る
こ
と
は
、
思
い
ま
す
に
あ
ま
り
に
も
刑
罰
が
重
き
に
過
ぎ
る

た
め
、
犯
し
た
罪
に
對
す
る
量
刑
の
適
正
さ
を
缺
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
『
會
定
見
行
律
條
』
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
な
お

も
多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
遙
か
以
前
に
た
ま
た
ま
こ

の
よ
う
な
比
附
の
事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
に
過
ぎ
ず
、
今
や
決
し
て
ま

か
り
通
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
會
定
見
行
律
條
』
所
載
の
事
例

が
、
お
お
む
ね
同
時
期
に
お
け
る
裁
判
の
嚴
罰
化
傾
向
と
、
そ
の
た
め
に
參
照
す
べ

き
判
例
に
對
す
る
現
場
か
ら
の
需
要
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。『
事
類

纂
』
の
他
の
事
例
を
見
て
も
、
や
は
り
地
方
で
の
斷
案
の
際
、
必
要
以
上
に
罪
狀
を

重
く
す
る
參
語
を
加
え
、
律
の
規
定
か
ら
逸
脫
し
て
嚴
罰
を
科
す
傾
向
が
顯
著
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
天

順
五
（
一
四
六
一
）
年
十
一
月
初
三
日
付
け
の
大
理
寺
右
少
卿 

董
方48
の
上
奏
に
は
「
近

年
こ
の
か
た
、
內
外
の
法
司
に
お
い
て
…
…
囚
犯
を
審
問
す
る
際
、
律
に
依
據
し
て

處
斷
し
て
罪
に
あ
て
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
ま
た
「
犯
行
の
事
情
が
極
め
て
重
大
で

あ
る
」
あ
る
い
は
「
通
常
の
例
を
參
照
し
て
斷
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」
な
ど
の

語
を
加
え
て
嚴
し
く
斷
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す49
」
と
述
べ
ら
れ
、
成
化
十
二

（
一
四
七
六
）
年
二
月
二
十
四
日
付
け
の
禮
科
都
給
事
中 

張
謙50
の
上
奏
に
は
「
近
年
以

來
…
…
裁
判
を
擔
當
す
る
役
人
は
實
際
の
事
情
を
洞
察
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
で

に
定
ま
っ
た
判
決
文
に
拘
泥
す
る
た
め
、
正
し
く
判
斷
し
て
事
件
を
處
理
し
よ
う
に
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も
手
立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
今 

各
地
の
裁
判
を
擔
當
す
る
役
所
に
お
い
て
犯
罪

者
を
審
問
す
る
際
、
供
述
に
基
づ
く
事
情
の
輕
重
の
判
斷
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り

正
律
の
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
に
重
大
深
刻
な
案
件
に
仕
立
て

上
げ
よ
う
と
、
嚴
し
い
彈
劾
の
言
葉
を
付
け
加
え
る
た
め
、
律
に
込
め
ら
れ
た
本
來

の
意
圖
と
乖
離
す
る
場
合
が
ま
ま
見
ら
れ
ま
す51
」
と
あ
る
。
ま
た
、
州
縣
な
ど
の
衙

門
に
お
け
る
初
審
段
階
の
み
な
ら
ず
、
本
來
こ
う
し
た
妥
當
性
を

く
判
決
內
容
を

確
認
す
べ
き
地
方
の
上
級
衙
門
や
中
央
の
司
法
官
廳
も
、「
成
案
に
拘
泥
」
し
て
こ
れ

を
見
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
理
由
に
つ
い
て
、
馬

文
升52
は
弘
治
元
（
一
四
八
八
）
年
四
月
十
三
日
付
け
の
上
奏
文
中
に
お
い
て
、魯
永
清53

の
上
奏
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
理
寺
右
評
事
の
魯
永
清
の
上
奏
に
は
、「
近
頃
、
問
刑
の
官
員
は
模
樣
眺
め
を

し
て
時
勢
に
迎
合
し
、
誤
っ
た
判
決
に
依
據
し
て
き
ち
ん
と
定
罪
を
行
わ
な
い

者
が
お
り
ま
す
。
審
錄
を
行
う
際
に
も
、
そ
の
間
に
論
理
の
道
筋
を
ひ
け
ら
か

し
て
、
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
の
に
實
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
字
句
を
ひ
ね
り
ま
わ
し
て
、
曲
が
っ
た
こ
と
を
ま
っ
す
ぐ
に

見
せ
か
け
る
、と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
た
す
ら
權
勢
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、

た
だ
た
だ
成
案
に
拘
泥
し
て
罪
が
無
辜
に
及
ぶ
こ
と
を
顧
み
ず
、
參
語
を
信
用

し
て
そ
れ
に
依
據
し
て
罪
名
を
定
め
、
供
述
に
基
づ
い
て
事
情
の
輕
重
を
議
論

し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
」
な
ど
の
項
目
が
擧
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
近
年
の
法
司
の
官
員
が
裁
判
を
行
う
際
の
弊
害
に
つ
い
て
深
い
と
こ
ろ
ま
で

言
い
當
て
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。54

ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
地
方
の
武
官
に
よ
る
不
正
裁
判
の
橫
行
に
つ
い
て
も
懸
念

の
聲
が
擧
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
成
化
二
十
一
（
一
四
八
五
）
年
正
月
初
三
日
付
け
の

英
國
公 

張
懋55
の
上
奏
で
は
、「
近
年
以
來
、
軍
職
の
業
務
に
攜
わ
る
者
を
見
ま
す
に
、

初
審
を
擔
當
す
る
官
員
は
妄
り
に
彈
劾
の
言
葉
を
加
え
る
た
め
、
引
き
當
て
る
罪
が

輕
す
ぎ
た
り
重
す
ぎ
た
り
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す56
」
と
、
北
方

邊
境
や
沿
海
の
衞
所
な
ど
に
お
い
て
、
武
官
が
裁
判
案
件
を
處
理
す
る
際
の
事
例
に

對
し
、
同
樣
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
後
に
紹
介
す
る
山
西

按
察
司
副
使
の
毛
松
齡
は
、
舊
例
に
て
旣
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

武
官
や
そ
の
屬
僚
に
よ
る
無
際
限
な
訴
狀
の
受
理
が
い
ま
だ
に
公
然
と
行
わ
れ
お

り
、
恣
意
的
な
裁
判
に
伴
う
數
々
の
不
正
、
例
え
ば
金
品
の
強
奪
や
軍
法
に
名
を
借

り
た
私
怨
の
報
復
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
、
な
ど
と
、
現
場
で
の
經
驗
を
踏
ま
え
て

具
體
的
に
述
べ
て
い
る57
。

さ
て
、
話
を
本
文
に
戾
す
と
、
續
い
て
、
王
恕
は
以
下
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

も
し
幸
い
に
も
皇
帝
陛
下
の
お
許
し
を
得
ら
れ
ま
す
な
ら
ば
、
法
司
に
敕
命

を
下
し
て
會
議
さ
せ
、
こ
の
『
會
定
見
行
律
條
』
の
刋
板
は
發
禁
處
分
と
し
、

天
下
の
問
刑
衙
門
に
通
吿
し
て
、
今
後 

囚
人
の
刑
罰
を
決
定
す
る
際
に
は
、
か

な
ら
ず
『
大
明
律
』
に
照
ら
し
て
議
案
を
作
成
し
、
す
で
に
陛
下
の
裁
可
を
得

た
現
行
の
事
例
に
照
ら
し
て
落
着
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し

罪
を
犯
す
に
至
っ
た
事
情
が
深
刻
か
つ
重
大
で
、
律
に
き
ち
ん
と
該
當
す
る
正

條
が
無
け
れ
ば
、
他
の
律
條
を
參
照
し
て
比
附
し
、
事
情
に
應
じ
て
量
刑
を
加

減
し
、
罪
名
を
決
定
し
、
刑
部
に
轉
送
し
、
そ
こ
で
審
議
し
て
陛
下
に
奏
聞
い

た
し
ま
す
。
も
し
通
常
の
不
届
き
な
犯
情
で
あ
る
場
合
に
は
、
た
だ
不
應
律
條

に
依
據
し
て
罪
に
當
て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
案
件
を
『
會
定
律
條
』
に
依
據

し
て
比
附
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
新
進
の
士
の
判

斷
を
誤
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
法
も
ま
た
輕
重
の
適
切
さ
を
失
う
こ
と
は
無
い
で

し
ょ
う
。

こ
こ
ま
で
が
王
恕
の
上
奏
の
引
用
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
王
恕
の
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指
摘
す
る
地
方
で
の
裁
判
に
お
け
る
問
題
點
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、『
會
定
見
行
律
條
』
が
「
新
進
の
官
僚
を
誤
ら
せ
る
」
危
險
性
に
關
し
て
で

あ
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例

え
ば
成
化
七
（
一
四
七
二
）
年
十
二
月
二
十
九
日
付
け
の
陜
西
等
道
監
察
御
史 

張
敎58

の
題
本
に
は
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
在
外
の
司
府
州
縣
に
お
い
て
裁
判
を
行
う
知
州
・
知
縣
・
斷
事
官
・
推

官
ら
は
、
こ
と
ご
と
く
科
擧
に
合
格
し
た
ば
か
り
の
新
た
な
進
士
で
あ
り
、
各

地
の
衞
所
に
お
け
る
鎭
撫
の
官
職
を
授
與
さ
れ
て
い
る
者
は
、
み
な
恩
蔭
に
よ

る
世
襲
の
官
員
で
あ
る
た
め
、そ
の
多
く
が
律
例
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
ず
、

刑
の
運
用
が
苛
酷
に
過
ぎ
、
人
々
か
ら
怨
嗟
の
聲
が
擧
が
る
に
致
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
都
察
院
よ
り
各
地
の
巡
按
御
史
に
通
逹
を
送
り
、
さ
ら
に
所
屬
の

地
方
衙
門
に
轉
送
し
て
、
そ
こ
の
官
員
た
ち
に
命
じ
て
、
必
ず
『
大
明
律
』
お

よ
び
現
行
の
條
例
に
つ
い
て
熟
讀
し
て
講
究
さ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
刑
の
運

用
に
誤
り
を
犯
す
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。59

す
な
わ
ち
、
知
縣
・
知
州
な
ど
の
地
方
官
が
多
く
の
場
合
初
任
官
が
就
く
ポ
ス
ト

で
あ
り
、
地
方
の
衞
所
の
武
官
に
し
て
も
世
襲
で
あ
る
た
め
、
行
政
實
務
に
習
熟
し

て
お
ら
ず
律
學
の
知
識
も
不
足
し
て
い
る
官
員
が
、
初
審
を
擔
當
す
る
原
問
官
と
い

う
重
要
な
職
責
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
指
摘

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
點
こ
そ
が
、
刑
名
に
通
曉

し
た
實
務
家
の
育
成
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
參
考
書
あ
る
い
は
事
例
集
に
對
す
る

需
要
が
髙
ま
る
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
き
の
毛
松
齡
は
、
知
州

か
ら
陞
用
さ
れ
た
整
飭
兵
備
僉
事
の
楊
冕
と
い
う
人
物
の
事
例
を
擧
げ
て
、
各
地
か

ら
陞
用
さ
れ
た
管
屯
管
糧
あ
る
い
は
整
飭
兵
備
な
ど
の
肩
書
を
持
つ
按
察
司
官
が
、

も
と
も
と
刑
部
な
ど
の
法
司
出
身
で
は
な
い
た
め
に
法
律
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
ら

ず
、
實
務
經
驗
も
乏
し
い
こ
と
、
地
方
の
衞
所
で
は
按
察
司
官
が
出
し
た
判
決
に
對

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
な
ど
の
事
柄
を
重
大
な
問
題
と
し
て
指

摘
す
る60
。

そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
王
恕
が
「
必
ず
し
も
す
べ
て
の
案
件
を
『
會

定
律
條
』
に
依
據
し
て
比
附
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
點

で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
『
會
定
見
行
律
條
』
所
載
の
條
文
す
べ
て
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
る
べ
き
所
定
の
手
續
き
を
踏
ん
で
皇
帝
に
よ
る
裁

可
を
得
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
こ
れ
に
依
據
す
る
斷
案
も
あ
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
を

も
含
意
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
對
し
て
林
聰
は
全
面
的
な
禁
止
の

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
兩
者
の
姿
勢
の
差
異
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の

點
に
つ
い
て
は
林
聰
の
見
解
を
確
認
し
た
後
に
、も
う
一
度
觸
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
の
ち
、
王
恕
の
申
し
出
通
り
に
こ
の
一
件
は
會
議
に
か
け
ら
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
、「
も
と
よ
り
『
會
定
律
條
』
な
る
書
物
は
存
在
す
る
は
ず
の
な
い
も
の
な
の

で
、當
然
な
が
ら
法
司
の
會
議
に
よ
る
決
定
に
從
っ
て
發
禁
處
分
と
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
判
斷
が
く
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
が
戶
部
等
衙
門
太
子
太
保
戶
部
尙
書
等
官 

楊
鼎

等
に
よ
っ
て
成
化
十
五
年
九
月
十
五
日
に
題
奏
さ
れ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
成
化
帝
は

「
准

よ
き
に
は
か
ら
え

擬
」
と
の
仰
せ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、「
咨
文
を
備
え
て
清
吏
司
に
送
り
、
清
吏
司
か
ら
案
呈
が
刑
部
に

届
け
ら
れ
」、
三
法
司
（
都
察
院
・
大
理
寺
・
刑
部
）
に
よ
る
會
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
結
果
、
都
察
院
掌
院
事
（
都
察
院
の
長
）
の
王
恕
と
、
大
理
寺
卿
（
大
理

寺
の
長
）
の
宋
旻
、
そ
し
て
刑
部
尙
書
（
刑
部
の
長
）
の
林
聰
ら
が
合
同
で
會
議
を
お

こ
な
い
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

在
京
の
法
司
が
囚
犯
を
審
問
し
て
處
斷
す
る
に
際
し
て
は
、こ
と
ご
と
く『
大

明
律
』
に
依
據
し
て
擬
罪
し
、「
眞
犯
死
罪
」
の
律
に
よ
っ
て
決
定
す
る
場
合
を

除
き
、
雜
犯
死
罪
な
ら
び
に
徒
流
以
下
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
現
行
の
事
例
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に
照
ら
し
て
運
磚
、
運
灰
、
運
炭
、
做
工
な
ど
の
項
目
に
よ
り
處
分
す
る
。
そ

の
律
の
う
ち
に
該
當
す
る
條
文
が
載
っ
て
い
る
も
の
の
物
事
の
道
理
を
つ
く
さ

ず
、
あ
る
い
は
罪
を
斷
ず
る
に
該
當
す
る
正
條
が
無
い
場
合
は
、、
律
を
引
い
て

比
附
し
、
罪
名
を
定
め
、
審
議
し
て
上
奏
し
裁
可
を
得
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
『
會
定
見
行
律
條
』
は
存
在
す
る
は
ず
の
な
い
も
の
な

の
で
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
北
京
の
書
坊
の
連
中
が
な
り
ふ
り
構
わ
ず
利
益
を

む
さ
ぼ
り
取
ろ
う
と
、
勝
手
な
了
見
で
法
司
が
以
前
に
比
附
し
て
議
擬
し
た
條

文
や
案
件
を
選
び
取
り
、
誤
っ
た
事
例
を
寫
し
傳
え
、
あ
わ
せ
て
自
己
の
勝
手

な
意
見
を
付
け
加
え
、
噓
僞
り
を
交
え
、
そ
れ
ら
を
印
刷
出
版
し
販
賣
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
問
刑
の
衙
門
が
こ
の
よ
う
な
も
の
に
依
據
し
て
罪
を
斷

ず
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
必
ず
や
法
の
輕
重
に
道
理
を
失
い
、
律
の
眞
意

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
北
京
で
は
五
城
兵
馬
司
に
命
令
を
發
し
て
、
書
籍
を
印
刷
販
賣
す

る
書
店
に
對
し
て
、
も
し
前
項
の
よ
う
な
『
會
定
律
條
』
な
ど
と
稱
す
る
不
届

き
な
書
物
を
版
木
に
彫
っ
て
印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
官
に
送
っ

て
燒
却
處
分
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
罪
を
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
通
逹
さ
せ
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
や
は
り
、
京
師
と
地
方
の
す
べ
て
の
問
刑

衙
門
に
通
吿
し
て
、
一
律
に
こ
う
し
た
書
物
の
使
用
を
禁
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
後
、
罪
人
を
審
問
し
て
斷
罪
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
と
ご
と
く
『
大
明
律
』

に
依
據
し
て
議
案
を
作
成
し
た
う
え
で
、
や
は
り
す
で
に
陛
下
の
裁
可
を
得
た

現
行
の
事
例
に
照
ら
し
て
處
分
す
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
律
に
正
條
が

無
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
他
の
類
似
し
た
律
を
引
い
て
比
附
し
、
そ
の
條
文
に
定

め
る
刑
罰
よ
り
加
重
す
る
か
輕
減
す
る
か
を
熟
考
し
て
、
罪
名
を
定
め
、
中
央

で
は
大
理
寺
に
送
っ
て
再
審
査
し
て
妥
當
で
あ
れ
ば
、
奏
請
し
て
落
着
さ
せ
ま

す
。
地
方
の
問
刑
衙
門
や
巡
按
御
史
・
按
察
司
な
ど
の
官
は
、
た
だ
ち
に
自
ら

具
奏
し
て
決
裁
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
前
項
の
よ
う
な
『
會
定
律
條
』
な
ど
と
稱
す

る
不
届
き
な
書
物
を
も
ち
い
て
比
附
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
當
に
罪
を
加
減
す

る
よ
う
な
不
届
き
者
が
あ
れ
ば
、「
原
問
の
官
吏 

故こ
と
さら

に
人
に
罪
を
出
入
せ
る
」

の
律
に
よ
っ
て
刑
を
適
用
し
ま
す
。
書
籍
を
印
刷
販
賣
す
る
書
店
で
、『
會
定
律

條
』
の
版
木
を
官
に
送
っ
て
燒
却
す
る
こ
と
を
實
行
せ
ず
、
依
然
と
し
て
印
刷

販
賣
す
る
も
の
は
、
そ
の
事
實
が
發
覺
し
次
第 

一
律
に
處
罰
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
す
れ
ば
、
法
に
一
定
の
基
準
が
た
も
た
れ
、
罪
に
輕
重
の
適
切
さ
を
失
う

こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
林
聰
の
題
本
の
趣
旨
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
は
、
王
恕
の
提
言
を
全
面
的

に
支
持
し
た
上
で
、こ
の
『
會
定
見
行
律
條
』
を
、正
規
の
官
刻
に
よ
る
政
書
を
裝
っ

た
營
利
目
的
の
坊
刻
本
（
商
業
出
版
書
）
で
あ
る
と
斷
定
し
、
以
後
の
使
用
を
全
面
的

に
禁
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
比
附

律
條
』
の
扱
い
を
め
ぐ
る
王
恕
と
林
聰
の
見
解
の
違
い
は
、
前
者
が
當
時
の
裁
判
の

現
場
に
お
け
る
實
情
に
配
慮
す
る
內
容
で
あ
る
の
に
對
し
、
後
者
が
『
大
明
律
』
に

規
定
さ
れ
た
比
附
の
運
用
に
際
す
る
原
則
遵
守
の
徹
底
に
力
點
を
置
い
た
も
の
、
と

理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
林
聰
の
意
見
に
對
し
て
成
化
帝
は
、「
お
前
た
ち
の
言
う
と

お
り
で
あ
る
。
こ
の
版
木
は
は
た
だ
ち
に
送
っ
て
燒
却
さ
せ
、
も
し
再
び
印
刷
販
賣

し
よ
う
も
の
な
ら
、
重
罪
を
當
て
て
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
許
可
を
く
だ
し

て
い
る
。
こ
れ
を
『
實
錄
』
は
、成
化
十
五
年
閏
十
月
甲
戌
（
二
十
二
日
）
條
に
載
せ

て
い
る
の
で
、
林
聰
の
上
奏
の
翌
日
に
は
聖
旨
が
下
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
全
面
的
に
使
用
禁
止
と
な
っ
た
は
ず
の
『
會
定
見
行
律
條
』
で
あ
る
が
、

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
裁
判
の
現
場
に
お
い
て
援
用
さ
れ
續
け
る
こ
と
と
な
る
。
成
化

二
十
二
（
一
四
八
六
）
年
に
上
奏
さ
れ
た
山
西
按
察
司
副
使 

毛
松
齡61
の
「
奏
言
邊
情

時
政
」62
に
は
、
そ
の
狀
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
先
年
わ
た
く
し
が
刑
部
の
屬
官
で
あ
っ
た
時
、
陛
下
の
命
に
よ
り
陝
西

に
派
遣
さ
れ
、
收
監
中
の
罪
人
の
審
錄
を
行
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
時
そ
こ
で
は
整
飭
兵
備
僉
事
の
楊
冕
が
監
候
の
死
刑
案
件
を
審
議
し
て
お

り
、
そ
の
衞
は
揭
帖
を
整
え
て
呈
送
し
審
錄
を
行
い
ま
し
た
。
楊
冕
は
も
と
の

供
述
を
嚴
し
く
審
査
し
て
罪
を
定
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
律
の
引
用
の
仕
方
が

體
を
成
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
判
決
が
當
を
得
て
い
る
か
否
か
は
、
や
は
り

知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
あ
る
事
件
で
は
、「
犯
人
の
賈
三
三

は
、
本
官
が
議
論
し
た
結
果
、「
女
婿
が
妻
の
母
を
姦
淫
す
る
こ
と
は
、
人
と
し

て
の
道
理
を
大
き
く
損
な
う
行
爲
で
あ
り
、
現
行
の
『
比
附
律
條
』
の
事
例
を

參
照
す
る
」
に
依
據
し
て
、
斬
刑
に
處
す
（
女
婿
姦
妻
母
、
係
敗
壞
人
倫
、
照
見
行

比
附
律
條
事
例
、
斬
。）」
と
處
斷
し
、
ま
た
別
の
事
件
で
は
、「
犯
人
の
徐
亮
と
王

見
は
、
本
官
が
議
論
し
た
結
果
、
ど
ち
ら
も
「
お
よ
そ
物
事
の
道
理
を
論
爭
す

る
場
合
に
は
、官
に
訴
狀
を
提
出
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

も
し
威
勢
や
腕
力
に
よ
っ
て
人
の
自
由
を
奪
っ
て
監
禁
し
、
あ
る
い
は
私
家
に

て
拷
問
・
暴
行
・
監
禁
し
、
そ
の
た
め
に
死
に
至
ら
し
め
た
場
合
」
の
律
に
依

據
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
絞
首
刑
に
處
し
、
兩
者
に
手
枷
・
足
枷
を
は
め
監
候
し
て

審
決
す
る
」
と
處
斷
し
て
お
り
ま
す
。
前
者
は
『
比
附
律
條
』
に
よ
っ
て
斬
罪

と
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
從
來
ま
で
に
例
の
無
い
や
り
か
た
で
あ
り
、
後

者
は
律
を
引
き
な
が
ら
も
、主
犯
と
從
犯
を
分
け
ず
に
罪
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
重
罪
犯
や
輕
罪
犯
に
つ
い
て
も
、お
お
む
ね
こ
の
よ
う
な
有
樣
で
、

全
て
述
べ
盡
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。
後
に
わ
た
く
し
は
こ
の
全
件

に
つ
い
て
一
つ
一
つ
審
錄
し
、判
決
內
容
を
訂
正
し
て
處
置
い
た
し
ま
し
た
が
、

最
初
に
い
た
だ
い
た
敕
諭
に
謹
ん
で
從
い
、
楊
冕
が
負
う
べ
き
故
入
人
罪
な
ど

の
罪
に
つ
い
て
は
深
く
追
究
し
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
も
し
あ
の
時
、

陛
下
が
わ
た
く
し
を
派
遣
し
て
審
錄
せ
よ
と
お
命
じ
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
さ
き

の
原
案
で
は
死
罪
と
さ
れ
た
三
名
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
無
實
の
罪
で
死
刑

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
ま
こ
と
に
重
大
な
問
題
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。63

僉
事
の
楊
冕
が
賈
三
三
の
量
刑
に
際
し
て
用
い
た
條
文
は
、
黃
彰
健
が
整
理
し
た

『
比
附
律
條
』
に
よ
れ
ば
第
九
條
「
女
壻
姦
妻
母
、
係
敗
壞
人
倫
、
有
傷
風
化
、
比
依

本
條
事
例
、
各
斬
。」（
一
〇
四
三
頁
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
楊
冕
が
こ
れ
を
參
照
し

て
法
的
根
據
と
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い

裁
判
記
錄
が
殘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
件
の
經
緯
が
不
明
な
た
め
、
ど
の
よ
う
な
理
由

で
か
か
る
判
決
が
下
さ
れ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
毛
松
齡
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、『
比
附
律
條
』
を
法
的
根
據
と
し
て
罪
を

定
め
る
こ
と
は
前
例
が
無
く
、
皇
帝
の
裁
可
を
經
る
と
い
う
必
要
な
手
續
き
を
取
っ

て
い
な
い
こ
と
に
對
し
て
な
の
で
あ
る
。

本
稿
の
前
半
で
取
り
上
げ
た
王
恕
に
よ
る
指
摘
も
ま
た
、
た
と
え
過
去
の
判
例
が

存
在
す
る
に
せ
よ
、
比
附
に
よ
っ
て
判
決
を
下
す
か
ら
に
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
必

ず
皇
帝
の
裁
可
を
經
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
規
定
が
『
大
明
律
』
に
明
記
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、初
審
段
階
に
お
い
て
そ
れ
を
考
慮
せ
ず
、場
合
に
よ
っ

て
は
中
央
に
お
い
て
も
そ
の
確
認
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
點
を
問
題

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
逆
に
言
う
と
、
比
附
に
よ
る
斷
案
が
正
規
の
手
續
き

を
經
て
妥
當
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
『
會
定
見
行
律
條
』
に
揭

載
さ
れ
て
い
た
條
文
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
體
に
は
問
題
が
な

い
、と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
次
に
擧
げ
る
弘
治
六
（
一
四
九
三
）
年
五
月
に
出
さ

れ
た
條
例
は
、
そ
う
し
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

今
後 
義
子
の
婦
人
を
姦
淫
す
る
と
い
う
罪
を
犯
し
た
者
が
あ
れ
ば
、

麻
以
上

の
關
係
に
あ
る
親
族
の
妻
を
姦
淫
し
た
場
合
の
律
に
比
附
し
て
定
罪
し
上
奏
せ

よ
。
…
…
斷
罪
に
際
し
て
律
に
該
當
す
る
正
條
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
必

ず
や
犯
行
に
至
っ
た
事
情
の
輕
重
を
斟
酌
し
て
、
律
を
引
い
て
比
附
し
、
皇
帝
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の
裁
定
を
請
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
を
重
く
し
す
ぎ
た
り
輕
く
し
す
ぎ
た
り
し

な
い
よ
う
に
せ
よ
。
違
反
し
た
者
は
、
故
失
を
も
っ
て
罪
に
問
う
。64

こ
こ
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
比
附
の
事
例
は
、
黃
彰
健
が
整
理
し
た
『
比
附
律
條
』

に
よ
れ
ば
第
一
三
條
「
姦
義
男
婦
、
比
依
姦

麻
以
上
親
之
妻
及
妻
前
夫
之
女
、
同

母
異
父
姊
妹
、

一
百
、
徒
三
年
、
強
者
斬
。」（「
比
附
律
條
考
」
一
〇
四
四
頁
）
と
同

じ
內
容
の
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
詳
し
い
經
緯
は
不
明
な
が
ら
、『
會
定
見
行
律
條
』、

あ
る
い
は
そ
れ
と
同
樣
の
書
籍
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
髙
い
。
さ
ら

に
、
黃
彰
健
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
嘉
靖
三
十
五
（
一
五
五
六
）
年
、
吏
部
尙
書
の
李

默
が
朝
廷
を
誹
謗
し
た
罪
で
裁
か
れ
た
際
、「
子
罵
父
者
律
」
に
比
附
し
て
絞
と
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
嘉
靖
二
十
三
（
一
五
四
四
）
年

江
書
院
重
刋
本
『
大
明
律
例
附
解
』

所
載
『
比
附
律
條
』
に
あ
る
、「
誹
謗
朝
廷
、
比
依
子
孫
罵
祖
父
母
律
、
絞
」
に
依
據

し
た
も
の
で
あ
る
（「
比
附
律
條
考
」
一
〇
三
三
・
一
〇
四
四
頁
）65
。

最
後
に
、『
比
附
律
條
』
が
ど
の
よ
う
な
要
請
に
基
づ
い
て
登
場
し
、
出
版
を
禁
止

さ
れ
た
後
も
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
ず
っ
と
刋
行
さ
れ
續
け
た
の
は
い
か
な
る
理

由
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
明
代
中
期
に
お
け
る
律
と
例
の

統
一
的
運
用
を
め
ぐ
る
問
題
點
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
律
學
の
發
展
と
い
う
觀
點
か

ら
槪
觀
し
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
そ
の
時
々
の
事
情
に
應
じ
て
發
せ
ら
れ
た
單
行
指
令
の
集
積
で
あ
る

例
は
、
そ
の
効
力
の
持
續
す
る
期
間
が
そ
れ
を
發
し
た
皇
帝
一
代
限
り
の
も
の
で
あ

り
、
代
替
わ
り
の
た
び
に
そ
れ
ら
を
す
べ
て
革
除
す
る
こ
と
は
、
洪
武
帝
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
「
祖
法
」
で
あ
っ
た66
。
當
初
、
國
初
の
混
乱
を
鎭
定
す
る
た
め
、
洪
武

帝
は
律
よ
り
も
例
を
優
先
し
、
嚴
罰
主
義
に
よ
っ
て
事
態
に
對
處
し
て
い
た
が
、
治

世
の
末
年
に
至
り
、
國
家
の
統
治
が
安
定
軌
道
に
乘
っ
た
と
判
斷
し
て
以
降
は
、
律

を
國
家
の
基
本
法
典
と
し
、
自
ら
の
定
め
た
例
を
革
除
す
る
よ
う
命
じ
た67
。

そ
の
た
め
、
永
樂
帝
の
卽
位
詔
以
降
、
歷
代
の
皇
帝
は
卽
位
時
に
必
ず
前
代
ま
で

の
例
の
廢
止
と
律
へ
の
囘
歸
を
宣
言
す
る
こ
と
が
定
例
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
普
遍

性
が
髙
く
ど
う
し
て
も
不
可
欠
と
判
斷
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
判
決
に
際
し
て

準
據
す
べ
き
規
範
と
し
て
、
皇
帝
の
代
替
わ
り
に
關
わ
り
な
く
代
々
繼
承
さ
れ
た68
。

か
く
し
て
舊
い
條
例
の
革
除
を
め
ぐ
る
建
前
と
實
態
と
の
乖
離
、
お
よ
び
結
果
と
し

て
の
革
除
の
不
徹
底
が
、
と
り
わ
け
中
央
と
地
方
の
間
に
お
け
る
律
の
解
釋
と
運
用

を
め
ぐ
る
不
一
致
や
不
統
一
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
、
さ
き
に
觸
れ
た

成
化
七
（
一
四
七
一
）
年
三
月
一
二
日
付
け
の
陜
西
按
察
副
使 

鄧
本
端
に
よ
る
提
言

を
見
て
み
よ
う
。

在
京
の
三
法
司
が
正
律
に
比
附
し
て
罪
名
を
奏
上
し
裁
可
を
請
う
場
合
に
は
、

朝
に
そ
れ
が
受
理
さ
れ
れ
ば
夕
方
に
は
判
斷
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

し
て
こ
そ
犯
情
と
罪
科
と
の
均
衡
が
正
し
く
道
理
に
か
な
い
、
裁
判
が
滯
っ
て

い
る
冤
罪
事
件
も
無
く
な
る
の
で
す
。
全
國
の
地
方
に
お
け
る
大
小
の
問
刑
衙

門
に
お
い
て
正
律
に
比
附
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
中
央
に
そ
の
こ
と
を
奏

請
し
て
返
答
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
長
い
歲
月
を
經
て
し
ま
う

た
め
、
そ
れ
を
囘
避
し
よ
う
と
み
だ
り
に
犯
し
た
罪
情
を
牽
強
附
會
し
て
律
に

當
て
嵌
め
、
極
端
な
場
合
に
は
人
の
罪
を
不
當
に
增
減
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
乞
う
ら
く
は
敕
命
を
下
し
て
法
司
に
會
議
さ
せ
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る

正
律
に
比
附
し
て
定
め
ら
れ
た
條
例
を
檢
閱
し
、
お
よ
び
議
論
が
盡
く
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
結
論
を
出
し
て
奏
請
し
、
そ
の
後
あ
る
い

は
『
大
明
律
』
の
後
ろ
に
附
錄
と
し
て
刋
行
し
、
あ
る
い
は
『
大
明
比
律
』
と

名
付
け
て
單
行
本
と
し
て
全
國
に
公
布
し
て
施
行
す
れ
ば
、
犯
情
と
罪
科
と
は

狀
況
に
適
合
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
に
お
い
て
も
裁
判
の
遲
滯
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。69
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こ
こ
に
は
、
比
附
に
よ
る
斷
案
の
迅
速
化
を
圖
る
た
め
、
政
府
公
認
の
『
大
明
比

律
』
出
版
の
要
請
が
、
地
方
か
ら
の
發
案
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
狀
況
に
あ
っ
た
こ
と

が
、明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
大
明
律
』
の
附
錄
と
し
て
出
版
す
る
と
い
う
そ
の

書
式
は
、
こ
の
提
言
か
ら
七
年
後
に
發
禁
處
分
と
な
っ
た
『
會
定
見
行
律
條
』
の
も

の
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
書
物
が
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
需
要
に
應
え
て
刋
行
さ

れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁

判
業
務
に
お
け
る
統
一
的
な
解
釋
基
準
の
提
示
が
、
實
務
側
か
ら
強
く
要
求
さ
れ
續

け
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
歷
代
の
條
例
集
や
比
附
の
事
例
集
な
ど
が
、
依
據
す
べ
き
規

範
と
し
て
存
在
し
續
け
る
餘
地
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
要
望
に
應
え
る
形
で
『
問
刑
條
例
』
が
登
場
す
る
の
だ
が
、弘
治
十
三
（
一
五
〇
〇
）

年
に
最
初
の
も
の
が
出
版
さ
れ
た
後
、
數
度
の
改
訂
を
經
て
萬
曆
十
三
（
一
五
八
五
）

年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
最
終
的
な
形
態
に
至
り
着
く
ま
で
に
、
か
く
も
長
き
に
わ
た

る
時
日
を
要
し
た
こ
と
は
、
律
の
解
釋
と
運
用
を
統
一
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
な

作
業
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る70
。

ま
た
、さ
き
に
見
た
成
化
七
（
一
四
七
二
）
年
十
二
月
二
十
九
日
付
け
の
陜
西
等
道

監
察
御
史 

張
敎
の
提
言
な
ど
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
順
か
ら
成
化
に
か
け
て
の
時

期
に
は
、
律
學
敎
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
建
言
が
相
次
ぎ
、
法
律
知
識
と
實
務
經

驗
に
乏
し
い
知
縣
・
知
州
な
ど
の
初
任
官
や
、
地
方
に
お
い
て
司
法
業
務
の
重
責
を

擔
う
監
察
御
史
や
按
察
使
を
對
象
と
す
る
「
講
讀
律
令
」
敎
育
が
實
施
さ
れ
、
習
熟

度
を
確
認
す
る
た
め
の
試
驗
と
成
績
評
價
も
定
例
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
し

て
こ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、
敎
科
書
あ
る
い
は
參
考
書
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、

『
大
明
律
』
の
註
釋
書
が
多
數
編
纂
さ
れ
て
普
及
し
は
じ
め
、
地
方
衙
門
に
お
け
る

『
大
明
律
』
出
版
點
數
も
增
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
る71
。

『
比
附
律
條
』
が
出
版
禁
止
後
も
長
ら
く
刋
行
さ
れ
續
け
た
理
由
は
、律
の
條
文
に

記
載
の
無
い
事
例
を
裁
く
た
め
に
參
照
す
べ
き
貴
重
な
判
例
と
し
て
、
そ
し
て
、
刑

名
實
務
の
專
門
家
育
成
の
た
め
に
必
要
な
參
考
書
と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
た
た
め

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
了
）

注①　
こ
の
史
料
に
關
す
る
先
行
硏
究
の
整
理
や
解
題
に
つ
い
て
は
猪
俣
貴
幸
・
豊
嶋
順
揮

「
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
原
本
調
査
記
」（『
立
命
館
史
學
』（
三
八
）、二
〇
一
八

年
）
に
、
本
譯
註
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
明
律
硏
究
會
・
井
上
充
幸
・
猪
俣
貴
幸
・

豐
嶋
順
揮
「『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
例　

譯
註
稿
（
上
）」

（『
立
命
館
文
學
』（
六
六
二
）、
二
〇
一
九
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

②　

こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
お
よ
び
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
所
藏
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類

纂
』
に
つ
い
て
は
、
小
島
浩
之
「『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
電
子
化

記

―
文
獻
學
・

資
料
學
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
は
ざ
ま
」（『
漢
字
文
獻
情
報
處
理
硏
究
會
編
『
漢

字
文
獻
情
報
處
理
硏
究
』
好
文
出
版
、二
〇
一
八
年
）
が
詳
細
か
つ
多
角
的
な
說
明
と

考
察
を
さ
れ
て
い
る
た
め
、

せ
て
參
照
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

③　

こ
の
『
事
類
纂
』
所
收
「
禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律
條
例
」
と
同
一
の
テ
キ
ス
ト
は
、

『
成
化
十
五
年
條
例
』
第
一
一
六
葉
裏
〜
一
一
八
葉
裏
（
以
下
『
十
五
年
』
と
略
稱
）、

お
よ
び
『
大
明
九
卿
事
例
案
例
』
第
二
二
册
第
一
八
葉
裏
〜
第
二
一
葉
裏
（
以
下
、『
九

卿
』
と
略
稱
、い
ず
れ
も
臺
灣
中
央
硏
究
院
傅
斯
年
圖
書
館
所
藏
）
に
收
め
ら
れ
て
お

り
、
對
校
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
。
な
お
、『
十
五
年
』・『
九
卿
』
は
、
そ
れ

ぞ
れ
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を

い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、以
下
の
註
に
て
そ
の
都
度

指
摘
す
る
。
な
お
、『
十
五
年
』
に
つ
い
て
は
、
猪
俣
貴
幸
「
中
央
硏
究
院
傳
斯
年
圖

書
館
藏
明
鈔
本
『
條
例
全
文
』
殘
本
三
種
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
東
洋
史
學
』

（
四
三
）、
二
〇
二
〇
年
）
を
參
照
。『
大
明
九
卿
事
例
案
例
』
に
つ
い
て
も
別
稿
の
準

備
が
あ
る
。

④　

成
化
十
五
年
閏
十
二
月
二
十
一
日
：『
十
五
年
』・『
九
卿
』
と
も
に
「
閏
十
月
」
に

作
り
、『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
九
六
は
成
化
一
五
年
閏
十
月
甲
戌
（
二
十
二
日
）
條
に

同
上
奏
の
槪
略
を
記
載
す
る
。
成
化
十
五
（
一
四
七
九
）
年
の
閏
月
は
十
月
で
あ
る
た

め
、「
閏
十
二
月
」
は
誤
寫
で
あ
る
と
判
斷
で
き
る
。
な
お
、こ
の
一
件
を
め
ぐ
る
『
明

實
祿
』
の
記
載
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
九
六
・
成
化
十
五
年
閏
十
月
甲
戌
（
二
十
二
日
）
條
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命
毀
刋
行
『
會
定
見
行
律
條
』。
巡
撫
南
直
隸
兵
部
尙
書
兼
都
察
院
左
副
都
御
史

王
恕
奏
、「
律
乃
治
天
下
大
法
。
我
太
祖
髙
皇
帝
斟
酌
歷
代
律
條
、
定
爲
『
大
明

律
』
凡
四
百
六
十
條
、
頒
示
天
下
。
而
名
例
律
有
曰
、「
凡
律
令
該
載
不
盡
事
理
、

若
斷
罪
而
無
正
律
者
、
引
律
比
附
、
應
加
應
減
、
定
擬
罪
名
」。
近
在
京
書
坊
刋

行
『
大
明
律
』、
後
有
『
會
定
見
行
律
』
一
百
八
條
、
不
知
何
時
而
會
定
者
。
內

之
法
官
老
於
刑
名
者
、
必
不
依
此
比
附
、
但
恐
流
傳
四
方
、
未
免
有
誤
新
進
之

士
。
畧
舉
其
兵
律
「
多
支
廩
給
」
條
及
刑
律
「
罵
制
使
及
本
管
長
官
」
條
、皆
輕

重
失
倫
、
不
可
行
於
天
下
。
乞
以
其
板
毀
之
」。
至
是
法
司
會
議
、
宜
以
恕
言
、

通
行
內
外
法
官
、
自
後
斷
罪
悉
依
『
大
明
律
』

奏
准
見
行
事
例
、
敢
有
再
稱

『
會
定
律
條
』
比
擬
出
入
人
罪
者
、
以
「
故
出
入
人
罪
」
論
。
仍
行
書
坊
、
卽
將

所
刻
本
燒
毀
、
違
者
並
治
以
罪
。
從
之
。

⑤　

刑
部
等
衙
門
尙
書
等
官
林
：
林
聰
（
一
四
一
七
―
一
四
八
二
）、
字
は
季
聰
、
寧
德

の
人
。
正
統
四
年
の
進
士
で
、
吏
科
給
事
中
に
初
任
、
そ
の
後
正
統
十
二
年
か
ら
は
刑

科
に
身
を
置
き
、
景
泰
元
年
、
刑
科
都
給
事
中
と
な
る
。
景
泰
五
年
か
ら
は
國
子
監
學

正
、
天
順
元
年
か
ら
は
都
察
院
に
遷
り
、
左
僉
都
御
史
・
右
副
都
御
史
を
經
て
成
化
三

年
に
は
都
察
院
右
都
御
史
、
成
化
七
年
か
ら
宣
府
大
同
の
巡
撫
に
出
て
、
成
化
十
年
、

南
京
都
察
院
右
都
御
史
と
な
り
、成
化
十
三
年
刑
部
尙
書
と
な
る
。
正
統
か
ら
成
化
に

至
る
四
朝
に
出
仕
、公
正
な
議
論
と
穩
や
か
な
性
格
に
よ
っ
て
宮
中
の
議
論
を
主
導
し

人
望
を
集
め
る
。
謚
は
莊
敏
、
著
書
に
『
見
菴
集
』
十
四
卷
な
ど
。

 

『
正
統
四
年
進
士
登
科
錄
』（『
天
一
閣
藏
明
代
科
舉
錄
選
刋
』）

 

　
　

  

林
聰
。
貫
福
建
福
州
府
寧
德
縣
民
籍
。
縣
學
生
。
治
禮
記
。
字
季
聰
。
行
五
。
年

二
十
三
。
九
月
二
十
二
日
生
。

 

　
　

  

曾
祖

。
祖
彦
昭
〈
平
山
縣
丞
〉。
父
觀
〈
江
山
縣
儒
學
訓
導
致
仕
〉。
嫡
母
倪

氏
。
母
陳
氏
。

 

　
　

  

具
慶
下
。
兄
伯
紹
、
仲
孚
。
叔
勉
、
季
誠
。
娶
湯
氏
。

 

　
　

  

福
建
郷
試
第
九
名
。
會
試
第
十
九
名
。

 

『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
三
一
・
成
化
十
八
年
閏
八
月
庚
寅
（
二
十
四
日
）
條

 

　
　

  

太
子
少
保
刑
部
尙
書
林
聰
卒
。
聰
、
字
季
聰
、
福
建
寧
德
縣
人
。
少
穎
敏
、
舉
進

士
、
授
刑
科
給
事
中
、
進
都
給
事
中
。
時
承
平
日
久
、
言
路
久
塞
、
土
木
變
後
、

聰
感
激
論
天
下
事
無
所
諱
、
一
時
士
大
夫
矯
厲
言
事
、
聰
爲
之
倡
景
泰
易
儲
下
廷

議
、
衆
皆
唯
唯
署
名
奏
牘
。
次
至
六
科
、
聰
獨
難
之
事
、
雖
不
能
沮
而
忠
鯁
之
稱

翕
然
。
未
幾
、
設
東
宮
官
屬
、
卽
用
聰
爲
右
春
坊
司
直
郞
、
旋
復
以
內
閣
臣
言
、

六
科
不
可
無
聰
、
仍
用
補
吏
科
都
給
事
中
、
食
司
直
俸
。
甲
戌
、
會
試
聘
同
考
禮

卷
、
留
心
人
才
汲
汲
然
、
惟
恐
失
一
事
所
得
多
知
名
士
。
吏
部
臣
選
注
未
當
、
或

徇
私
請
託
、
輒
指
斥
改
易
無
所
避
。
當
事
者
、
外
雖
示
敬
憚
、
而
中
實
銜
之
、
嗾

御
史
劾
聰
甥
爲
敎
官
、
因
聰
言
得
善
地
、
文
致
其
罪
以
專
擅
選
法
論
當
死
。
尙
書

胡
濙
聞
之
、
卽
移
疾
不
出
。
朝
廷
遣
使
問
之
、
曰
、
濙
本
無
疾
、
聞
林
聰
被
害
、

心
悸
不
安
耳
。
帝
始
知
聰
爲
人
所
誣
構
、
竟
釋
之
、
左
遷
國
子
學
正
。　

英
廟
復

辟
、
超
拜
左
僉
都
御
史
、
賑
貸
山
東
饑
民
、
全
活
甚
衆
。
還
陞
右
副
都
御
史
、
往

治
江
淮
劇
盜
、
擒
獲
渠
魁
數
人
、
餘
黨
悉
解
。
尋
以
母
喪
奪
情
、
起
署
院
事
。
曹

欽
之
亂
、
錦
衣
官
校
報
復
仇
怨
、
凡
欽
之
姻
識
無
干
者
、
一
切
指
爲
逆
黨
、
逮
繫

紛
然
、
人
雖
知
其
冤
、
而
度
必
無
免
理
、
聰
力
爲
辯
出
之
。
成
化
二
年
、
江
淮
旱

饑
、
人
相
食
、
奉

馳
往
撫
之
、
貸
漕
運
及
江
南
餘
糧
數
十
萬
以
給
民
。
民
德
之

如
山
東
。
三
年
、
轉
右
都
御
史
、
久
之
出
巡
撫
大
同
、
尋
以
疾
乞
致
仕
。
言
官
交

章
留
之
不
可
。
歸
二
年
、
言
者
謂
聰
已
愈
、
復
徵
起
掌
南
京
都
察
院
事
。
又
三

載
、
召
爲
刑
部
尙
書
、
尋
加
太
子
少
保
、
至
是
卒
。
年
六
十
六
、
贈
榮
祿
大
夫
少

保
、
謚
莊
敏
。
聰
平
居
恂
恂
、
不
爲
嶄
絕
之
行
。
遇
事
則
正
色
讜
言
、
確
不
可

奪
。
景
泰
中
、
論
諫
之
臣
以
聰
爲
稱
首
、
及
居
顯
位
、
持
大
體
、
秉
公
論
、
爲
治

不
嚴
而
肅
、
蓋
亦
一
時
之
名
臣
。
但
晚
年
與
汪
直
鞫
遼
東
守
臣
之
獄
、
不
能
無
徧

徇
、
責
備
者
頗
有
異
議
云
。

 

こ
の
ほ
か
、
傳
記
史
料
と
し
て
『
明
史
』
卷
一
七
七
・
林
聰
傳
、『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷

四
四
、彭
華
「
太
子
少
保
刑
部
尙
書
贈
榮
祿
大
夫
少
保
諡
莊
敏
林
公
聰
墓
誌
銘
」
な
ど

が
あ
る
。

⑥　

巡
撫
南
直
隷
兵
部
尙
書
兼
左
副
都
御
史
王
：
王
恕
（
一
四
一
六
―
一
五
〇
八
）、
字

は
宗
貫
、陝
西
三
原
の
人
。
正
統
十
三
（
一
四
四
八
）
年
の
進
士
。
翰
林
庶
吉
士
か
ら

大
理
左
評
事
を
授
け
ら
れ
、大
理
寺
左
寺
副
に
進
む
。
景
泰
五
年
に
直
隸
揚
州
知
府
と

な
り
、
天
順
年
間
に
は
江
西
右
布
政
使
、
河
南
左
布
政
使
を
勤
め
る
。
成
化
元
年
に
は

都
察
院
右
副
都
御
史
ま
た
左
副
都
御
史
へ
遷
り
、
成
化
四
年
に
は
南
京
刑
部
左
侍
郞
、

七
年
か
ら
刑
部
左
侍
郞
、
九
年
に
は
南
京
戶
部
左
侍
郞
、
十
二
年
に
都
察
院
左
副
都
御

史
、
十
三
年
よ
り
右
都
御
史
、
十
四
年
に
南
京
兵
部
尙
書
、
十
五
年
か
ら
都
察
院
左
副

都
御
史
を
兼
ね
る
。
そ
の
後
、
二
十
年
に
南
京
兵
部
尙
書
、
二
十
三
年
に
吏
部
尙
書
と

な
る
も
讒
言
に
よ
り
致
仕
。弘
治
初
年
に
吏
部
尙
書
と
し
て
再
起
用
さ
れ
太
子
太
保
を
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加
え
ら
れ
る
も
、や
は
り
政
爭
の
た
め
に
ま
も
な
く
致
仕
。
正
德
三
年
に
九
十
三
歲
に

て
卒
去
、
謚
は
端
毅
。
前
後
四
〇
年
以
上
に
に
わ
た
る
官
僚
生
活
を
送
る
中
、
一
貫
し

て
剛
正
清
嚴
な
態
度
を
貫
く
。
著
書
に
『
王
端
毅
公
奏
議
』
十
五
卷
・『
王
端
毅
文
集
』

九
卷
な
ど
。

 

『
明
武
宗
實
錄
』
卷
三
七
・
正
德
三
年
四
月
己
卯
（
十
二
日
）
條

 

　
　

  

致
仕
太
子
太
保
吏
部
尙
書
王
恕
卒
。
恕
、
字
宗
貫
、
陜
西
三
原
人
。
正
統
戊
辰
進

士
、
改
翰
林
庶
吉
士
授
大
理
評
事
、
歷
左
寺
副
、
條
陳
刑
罰
不
中
六
事
。
出
知
楊

州
府
、
屢
折
疑
獄
、
歲
饑
賑
濟
、
多
所
全
活
、
揚
人
立
石
頌
之
。
天
順
中
、
擢
江

西
右
布
政
使
、
轉
河
南
左
布
政
使
。
成
化
間
、
陞
都
察
院
右
副
都
御
史
、
撫
治
南

陽
諸
郡
流
民
、
以
母
憂
去
。
會
襄
陽
盜
起
、
詔
起
復
會
兵
剿
平
。
轉
左
副
都
御
史

巡
撫
河
南
、
遷
南
京
刑
部
左
侍
郞
。
丁
父
憂
服

、
改
刑
部
巡
視
河
防
、
復
改
南

京
戶
部
。
値
雲
南
多
事
、
遂
改
左
副
都
御
史
巡
撫
雲
南
、
劾
鎭
守
中
官
不
法
事
、

沒
其
部
下
所
得
金
寶
。
勳
戚
咸
憚
之
、
使
人
至
夷
方
、
無
敢
索
其
賂
者
。
居
雲
南

九
月
、
疏
二
十
上
、
言
皆
剴
切
、
由
是
直
聲
動
天
下
。
進
右
都
御
史
、
尋
改
南
京

都
察
院
兼
督
巡
江
、
又
改
南
京
兵
部
尙
書
、
爲
同
事
者
忌
、
復
以
尙
書
兼
左
副
都

御
史
巡
撫
南
直
隸
。
會
蘇
松
諸
郡
災
傷
、
請
停
織
造
、
罷
貢
獻
、
奏
免
稅
糧
數
十

萬
、
劾
中
官
王
敬
・
千
戶
王
臣
科
索
罪
、
敬
被
收
、
臣
梟
首
于
市
、
中
外
快
之
。

復
南
京
參
贊
時
、
刑
部
員
外
郞
林
俊
・
經
歷
張
黻
言
事
下
獄
。
恕
力
救
之
、
因
請

罷
永
昌
寺
役
。
尋
加
太
子
少
保
、
左
右
有
嫉
之
者
、
俄
有
旨
落
太
子
少
保
、
以
尙

書
致
仕
。
孝
廟
在
東
宮
聞
恕
名
、
卽
位
首
遣
使
、
召
爲
吏
部
尙
書
、
加
太
子
太

保
。
在
吏
部
、
抑
僥
倖
、
獎
名
節
、
振
拔
淹
滯
、
人
不
敢
干
以
私
。
有
內
批
傳

陛
、
恕
輒
言
、
天
下
官
以
待
天
下
材
、
奈
何

私
戚
、
妨
公
義
、
有
建
白
或
內

批
、
業
已
行
之
、
則
曰
天
下
事
設
未
當
、
雖
十
易
何
傷
。
識
者
以
爲
名
言
。
恕
遇

事
輒
論
、
不
合
卽
引
疾
求
去
、
每
恩
詔
勉
留
。
會
大
醫
院
判
劉
文
泰
、
阿
當
道
意

誣
奏
恕
。
恕
疏
辯
、
下
文
泰
獄
。
事
既
白
而
恕
求
去
益
力
、
上
允
之
、
命
馳
驛
還

郷
、
賜
寶

三
千
貫
、
有
司
歲
給
祿
米
人
夫
。
今　

上
卽
位
、
遣
行
人
齎

存

問
、
至
是
卒
、
年
九
十
三
。
訃
聞
、
上
輟
朝
一
日
、
贈
特
進
光
祿
大
夫
左
柱
國
太

師
、
謚
端
毅
、
給
葬
祭
如
例
。
恕
方
嚴
偉
特
敭
、
歷
中
外
四
十
年
、
以
身
負
天
下

之
重
、
屢
疏
時
政
、
多
所
匡
救
。
大
臣
完
名
終
始
如
恕
者
、
蓋
不
易
得
云
。
恕
子

承
裕
、
今
爲
戶
部
右
侍
郞
。

 

こ
の
ほ
か
、傳
記
史
料
と
し
て
王
世
貞
「
吏
部
尙
書
王
公
恕
傳
」（『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷

二
四
）、『
明
史
』
卷
一
八
二
・
王
恕
傳
な
ど
が
あ
る
。

⑦　

繩
法
：
先
例
を
繼
承
し
て
そ
れ
に
倣
う
こ
と
。
あ
る
い
は
法
を
も
っ
て
人
を
戒
め
る

こ
と
。
こ
の
場
合
は
後
者
の
意
に
て
解
釋
。『
後
漢
書
』
馮
衍
傳
に
「
以
文
帝
之
明
、

而
魏
尙
之
忠
、
繩
之
以
法
則
爲
罪
、
施
之
以
德
則
爲
功
」
と
あ
る
。

⑧　

刑
期
無
刑
：
刑
罰
を
施
す
の
は
そ
れ
に
よ
っ
て
刑
罰
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
す
る

と
い
う
思
想
。『
尙
書
』
大
禹
謨
が
出
典
。

 

　
　

  

帝
曰
、

陶
、
惟
茲
臣
庶
、
罔
或
干
予
正
。
汝
作
士
、
明
于
五
刑
、
以
弼
五
敎
、

期
于
予
治
。
刑
期
于
無
刑
、
民
協
于
中
。
時
乃
功
、
懋
哉
。

 

　
　

  【
孔
傳
】
雖
或
行
刑
、
以
殺
止
殺
、
終
無
犯
者
。
刑
期
於
無
所
刑
、
民
皆
命
於
大

中
之
道
、
是
汝
之
功
、
勉
之
。

 

古
典
に
お
け
る
類
似
の
句
は
、『
商
君
書
』
去
彊
の
「
以
刑
去
刑
、
國
治
。
以
刑
致
刑
、

國
亂
」
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、『
成
化
十
五
年
條
例
』
所
收
「
禁
革
妄
稱
會
定
比
附
律

條
例
」
は
「
期
」
字
を
「
其
」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
誤
寫
で
あ
る
。

⑨　

天
一
﹇
天
下
﹈：『
十
五
年
』・『
九
卿
』
は
、
い
ず
れ
も
「
天
下
」
に
作
る
。
天
一
に

は
い
く
つ
か
意
味
が
考
え
ら
れ
る
が
、い
ず
れ
も
「
平
定
天
一
」
で
は
意
味
が
通
ら
な

い
。
こ
こ
は
「
平
定
天
下
」
の
誤
寫
と
斷
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

⑩　
『
大
明
律
』
卷
一
・
名
例
律
・
斷
罪
無
正
條

 

　
　

  

凡
律
令
該
載
不
盡
事
理
、
若
斷
罪
而
無
正
條
者
、
引
律
比
附
。
應
加
應
減
、
定
擬

罪
名
、
轉
逹
刑
部
、
議
定
奏
聞
。
若
輒
斷
決
、
致
罪
有
出
入
者
、
以
故
失
論
。

⑪　

欽
恤
：
物
事
に
つ
つ
し
み
、
人
を
あ
わ
れ
む
こ
と
。
出
典
は
『
尙
書
』
堯
典
の
「
欽

哉
欽
哉
、
惟
刑
之
恤
哉
」。

⑫　

可
謂
至
矣
：『
九
卿
』
は
、「
可
謂
」
と
記
し
、
直
後
に
「
會
定
見
行
律
條
者
」
と
續

け
、
間
の
一
三
文
字
（「
至
矣
…
所
謂
」）
を
書
き
落
と
し
て
い
る
。

⑬　

會
定
律
條
：『
九
經
』
は
、「
條
」
字
を
記
さ
ず
。

⑭　

一
百
八
十
條
：
黃
彰
健
は
、『
明
實
錄
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
數
値
や
、『
比
附
律

條
』
に
收
載
す
る
現
存
の
諸
本
を
比
較
檢
討
し
、正
し
く
は
「
一
百
八
條
」
で
あ
る
こ

と
を
論
證
し
て
い
る
（
一
〇
三
二
頁
）。
本
稿
も
こ
れ
に
從
う
。

⑮　

未
免
有
誤
：『
九
卿
』
は
、「
誤
」
を
「

」
に
作
る
。

⑯　
『
十
五
年
』・『
九
卿
』
と
も
に
、〔
〕
內
の
一
一
文
字
を
記
す
。『
事
類
纂
』
の
テ
キ

ス
ト
は
、
こ
の
箇
所
を
書
き
落
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑰　
『
大
明
律
』
卷
一
七
・
兵
律
五
・
郵
驛
・
多
支
廩
給
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『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
下
）
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凡
出
使
人
員
、
多
支
廩
給
者
、
計
贓
以
不
枉
法
論
。
當
該
官
吏
與
者
、
減
一
等
。

強
取
者
、
以
枉
法
論
。
官
吏
不
坐
。

⑱　

以
下
、『
會
定
見
行
律
條
』
引
用
箇
所
の
校
訂
に
つ
い
て
は
、
黃
彰
健
「
比
附
律
條

考
」
文
末
に
附
屬
の
「
比
附
律
條
」
所
載
の
各
條
を
參
照
し
て
行
う
。

⑲　

黃
彰
健
校
訂
「
比
附
律
條
」
第
六
一
條
の
同
文
は
、「
故
無
廩
給
與
多
支
廩
給
、
比

依
常
人
盜
官
倉
庫
錢
糧
論
。」
と
記
す
（
一
〇
五
六
頁
）。

⑳　
『
大
明
律
』
卷
二
三
・
刑
律
六
・
受
贓
・
官
吏
受
財

 

　
　

  

凡
官
吏
受
財
者
、
計
贓
科
斷
。
無
祿
人
、
各
減
一
等
。
…
有
祿
人
枉
法
、
贓
各
主

者
、
通
算
全
科
。
…
不
枉
法
、
贓
各
主
者
、
通
算
折
半
科
罪
。
一
貫
以
下
、

六
十
。
一
貫
之
上
至
一
十
貫
、

七
十
。

㉑　
『
大
明
律
』
卷
一
八
・
刑
律
一
・
賊
盜
・
常
人
盜
倉
庫
錢
糧

 

　
　

  

凡
常
人
盜
倉
庫
錢
糧
等
物
、
不
得
財
、

六
十
、
免
刺
。
但
得
財
者
、
不
分
首

從
、
贓
論
罪
。
並
於
右
小
臂
膊
上
刺
盜
官
三
字
。
一
貫
以
下
、
七
十
。
一
貫

之
上
至
五
貫
、

八
十
。
一
十
貫
、

九
十
。

㉒　

相
去
甚
遠
：『
十
五
年
』
は
、
こ
の
箇
所
を
「
相
遠
」
と
記
し
、
そ
の
直
後
か
ら
た

だ
ち
に
「
定
律
條
比
附
…
」
と
續
け
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、本
來
筆
寫
す
べ
き
一
葉

分
を
誤
っ
て
飛
ば
し
た
か
、あ
る
い
は
元
の
テ
キ
ス
ト
に
一
葉
分
の
落
丁
が
あ
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

㉓　
『
大
明
律
』
卷
二
〇
・
刑
律
三
・
罵
制
使
及
本
管
長
官

 

　
　

  

凡
奉
制
命
出
使
、
而
官
吏
罵
詈
、
及
部
民
罵
本
屬
知
府
知
州
知
縣
、
軍
士
罵
本
管

指
揮
千
戶
百
戶
、
若
吏
卒
罵
本
部
五
品
以
上
長
官
、
一
百
。
若
罵
六
品
以
下
長

官
、
各
減
三
等
。
罵
佐
貳
官
首
領
官
、
又
各
遞
減
一
等
。
並
親
聞
乃
坐
。

㉔　

黃
彰
健
校
訂
「
比
附
律
條
」
第
二
〇
條
の
同
文
は
、「
罵
三
品
以
上
官
長
、
比
依
罵

祖
父
母
律
絞
。」
と
記
す
（
一
〇
四
六
頁
）。「
罵
祖
父
母
父
母
律
」
と
は
、『
大
明
律
』

卷
二
一
・
刑
律
四
・
罵
言
・
罵
祖
父
母
父
母
の
條
を
指
す
。

 

　
『
大
明
律
』
卷
二
一
・
刑
律
四
・
罵
言
・
罵
祖
父
母
父
母

 

　
　

  

凡
罵
祖
父
母
、
父
母
及
妻
、
妾
罵
夫
之
祖
父
母
、
父
母
者
、
並
絞
。

㉕　

黃
彰
健
校
訂
「
比
附
律
條
」
第
二
四
條
の
同
文
は
、「
毀
罵
職
官
、
比
依
奴
婢
罵
家

長
期
親
論
。」
と
記
す
（
一
〇
四
七
頁
）。
な
お
、後
の
文
中
で
徒
刑
の
適
用
を
論
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
家
長
之
期
親
」
と
「
之
」
字
を
補
っ
て
解
釋
す
る
。「
奴
婢
罵
家
長

期
親
」
と
は
、『
大
明
律
』
卷
二
一
・
刑
律
四
・
罵
言
・
奴
婢
罵
家
長
の
條
を
指
す
。

 

『
大
明
律
』
卷
二
一
・
刑
律
四
・
罵
言
・
奴
婢
罵
家
長

 

　
　

  

凡
奴
婢
罵
家
長
者
、
絞
。
罵
家
長
之
期
親
及
外
祖
父
母
者
、

八
十
、
徒
二
年
。

大
功
、

八
十
。
小
功
、

七
十
。

麻
、

六
十
。
若
雇
工
人
罵
家
長
者
、

八
十
、
徒
二
年
。
罵
家
長
之
期
親
及
外
祖
父
母
者
、

一
百
。
大
功
、

六
十
。

小
功
、
笞
五
十
。

麻
、
笞
四
十
。

㉖　

流
三
千
里
：『
大
明
律
』
卷
二
〇
・
刑
律
・
鬪
毆
・
毆
制
使
及
本
管
長
官
條
、
お
よ

び
『
九
卿
』
は
、
い
ず
れ
も
「
二
千
里
」
に
作
り
、
こ
ち
ら
が
正
し
い
。

㉗　
『
大
明
律
』
卷
二
〇
・
刑
律
・
鬪
毆
・
毆
制
使
及
本
管
長
官
條

 

　
　

  

若
流
外
官
、
及
軍
民
吏
卒
、
毆
非
本
管
三
品
以
上
官
者
、

八
十
、
徒
二
年
。
傷

者
、

一
百
、
徒
三
年
。
折
傷
者
、

一
百
、
流
二
千
里
。
毆
傷
五
品
以
上
官

者
、
減
二
等
。
若
減
罪
輕
、
及
毆
傷
九
品
以
上
官
者
、
各
加
凡
鬪
傷
二
等
。

㉘　

不
可
得
：『
九
卿
』
は
、「
不
可
行
」
に
作
る
。
文
意
に
鑑
み
て
こ
ち
ら
に
從
う
。

㉙　

將
此
會
定
見
行
律
條
刋
板
：『
九
卿
』
は
「
板
」
字
を
缺
く
。
續
く
楊
鼎
の
題
奏
に

『
會
定
見
行
律
條
』
の
「
禁
約
」
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
後
段
の
王
恕
・
宋
旻
ら
の
題

奏
に
も
「
仍
通
行
內
外
問
刑
衙
門
、
一
體
禁
革
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
の
議
論
も
出
版
禁

止
の
方
向
で
話
が
進
ん
で
い
る
た
め
、こ
の
箇
所
に
も
「
禁
革
」
の
文
字
を
補
っ
て
理

解
す
べ
き
で
あ
る
と
判
斷
し
た
。

㉚　

戶
部
等
衙
門
太
子
太
保
戶
部
尙
書
等
官
楊
鼎
：
楊
鼎
（
一
四
一
〇
―
一
四
八
五
）、

字
は
宗
器
、
陝
西
咸
寧
の
人
。
正
統
四
年
の
進
士
（
第
一
甲
第
二
名
）。
群
れ
る
こ
と

を
好
ま
ず
粘
着
質
な
性
格
な
が
ら
、そ
の
優
秀
さ
か
ら
長
年
に
わ
た
り
し
ば
し
ば
要
職

に
抜
擢
さ
れ
る
。
本
人
は
禮
部
で
の
勤
務
を
希
望
し
て
い
た
も
の
の
、意
に
反
し
て
官

歷
の
大
半
を
戶
部
で
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。
謚
は
莊
敏
。

 

『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
六
七
・
成
化
二
十
一
年
六
月
甲
午
（
一
五
日
）
條

 

　
　

  

太
子
少
保
戶
部
尙
書
楊
鼎
卒
。
鼎
、
字
宗
器
、
陝
西
咸
寧
縣
人
。
正
統
已
未
會
試

第
一
、
廷
試
進
士
及
第
、
授
翰
林
院
編
修
。
詔
簡
講
讀
、
以
下
有
才
器
者
十
人
進

學
東
閣
。
鼎
居
其
一
、
修
五
倫
書
預
校
勘
。
十
四
年
、
北
虜
犯
順
、
命
慎
選
諸
司

有
治
才
者
分
守
要
地
、
鼎
改
御
史

州
、
振
勵
有
法
、
事
平
復
舊
職
、
陞
侍
講

兼
左
春
坊
左
中
允
、
同
考
禮
部
會
試
、
尋
陞
戶
部
右
侍
郞
。
天
順
改
元
、
陞
左
侍

郞
。
中
貴
牛
玉
、
諭
旨
欲
轉
江
南
折
粮
銀
入
實
內
帑
、
而
以
他
物
充
武
職
俸
、
鼎

從
容
開
諭
、
乃
已
。
牛
馬
羊
房
草
缺
、
議
欲
徵
什
二
、
鼎
具
以
民
艱
沮
之
。
成
化

戊
子
、
陞
尙
書
。
延
綏
用
兵
、
議
欲
預
徵
邊
餉
、
鼎
言
、「
黃
河
漢
唐
漕
運
故
道
、



八
六
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其
間
雖
稍
險
、
然
三
門
而
上
、
小
河
可
逹
延
綏
者
尙
在
。
苟
貯
粮
水
次
、
遡
流
徐

運
、
何
所
不
濟
」。
疏
上
、
且
請
身
督
之
、
竟
齟
于
議
、
不
果
。
進
太
子
少
保
、

居
數
年
、
因
言
者
乞
致
仕
、
許
之
。
降

給
驛
舟
、
仍
月
給
米
二
石
、
歲
撥
夫
四

名
、
應
用
終
其
身
。
大
臣
致
仕
恩
典
若
是
者
、
自
鼎
與
禮
部
尙
書
鄒
榦
始
。
至
是

卒
、
年
七
十
七
、
贈
太
子
太
保
、
謚
莊
敏
、
賜
祭
命
官
營
葬
。
鼎
雋
異
不
群
、
清

修
苦
學
、
善
談
論
。
初
試
禮
部
不
第
、
例
入
監
、
聞
南
監
學
規
整
肅
、
獨
請
就

之
、
大
爲
祭
酒
陳
敬
宗
所
敬
禮
。
在
翰
林
、
迥
然
欲
自
異
於
人
、
以
大
有
爲
。
及

遷
戶
部
、
頗
不
樂
、
掌
國
計
最
久
、
然
性
頗
執
泥
、
不
盡
合
於
時
宜
、
前
後
僚
屬

多
不
厭
服
云
。
子
五
人
、
時
暢
亦
登
進
士
、
今
爲
翰
林
院
檢
討
。
時
敷
領
郷
薦
、

今
爲
兵
部
司
務
。

 

こ
の
ほ
か
、
傳
記
史
料
に
『
明
史
』
卷
一
五
七
・
楊
鼎
傳
、
黃
佐
「
戶
部
尙
書
楊
公
鼎

傳
」（『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷
二
八
）
な
ど
が
あ
る
。

㉛　

都
察
院
掌
院
事
太
子
太
保
兵
部
尙
書
兼
左
都
御
史
王
：
王
恕
を
指
す
。
王
恕
に
つ
い

て
は
前
揭
註
⑥
を
參
照
。

32　

大
理
寺
卿
宋
：
宋
旻
（
一
四
一
九
―
一
四
九
八
）、
字
は
弘
澤
、
浙
江
嚴
州
府
淳
安

縣
の
人
。
景
泰
二
年
の
進
士
（
第
二
甲
第
六
名
）。
三
十
餘
年
に
わ
た
り
大
理
寺
に
て

司
法
官
僚
を
歷
任
し
、
成
化
九
（
一
四
七
三
）
年
十
一
月
、
大
理
寺
卿
と
な
る
。
十

（
一
四
七
四
）
年
、
兩
廣
總
督
と
な
り
、
同
二
十
三
（
一
四
八
七
）
年
に
致
仕
。
弘
治

十
一
（
一
四
九
八
）
年
に
卒
去
し
た
。
清
廉
で
公
正
な
裁
判
を
行
う
も
、多
忙
な
業
務

に
は
不
向
き
で
、
晩
年
は
や
や
耄
碌
し
て
い
た
と
も
評
さ
れ
る
。

 

『
景
泰
二
年
進
士
登
科
錄
』（『
天
一
閣
藏
明
代
科
舉
錄
選
刋
・
登
科
錄
』
所
收
）

 

　
　

  

宋
旻
、
貫
浙
江
嚴
州
府
淳
安
縣
。
民
籍
。
國
子
生
。
治
春
秋
。
字
、
弘
澤
。
行

一
。
年
三
十
二
。
十
月
二
十
日
生
。

 

　
　

  

曾
祖
、
庚
。
祖
、
仲
堅
〈
贈
禮
部
郞
中
〉。
父
、
興
〈
任
河
南
右
布
政
使
〉。
母
、

薛
氏
。

 

　
　

  

浙
江
鄕
試
第
十
八
名
。
會
試
第
七
十
三
名
。

 

『
明
孝
宗
實
錄
』
卷
一
四
〇
・
弘
治
一
一
年
八
月
丙
寅
（
三
日
）
條

 

　
　

  

致
仕
都
察
院
右
都
御
史
宋
旻
卒
。
旻
、
字
弘
澤
、
浙
江
淳
安
縣
人
。
景
泰
二
年
進

士
、
授
大
理
寺
評
事
、
進
寺
正
、
薦
陞
本
寺
右
寺
丞
、
歷
左
右
少
卿
、
本
寺
卿
、

都
察
院
右
都
御
史
、
總
督
兩
廣
軍
務
。
弘
治
元
年
、
言
官
劾
其
老
懦
無
爲
、
令
致

仕
。
後
復
以
旻
在
兩
廣
時
、
嘗
訪
孝
穆
皇
太
后
宗
支
失
實
、
降
右
副
都
御
史
、
仍

致
仕
。
至
是
卒
、
年
七
十
九
。
賜
祭
葬
如
例
。
旻
少
有
清
稱
、
雖
歷
官
貴
顯
、
而

自
奉
甚
約
。
在
大
理
三
十
餘
年
、
治
獄
平
恕
、
然
治
劇
非
其
所
長
。
其
巡
撫
兩

廣
、
紀
綱
不
立
、
人
以
老
人
目
之
、
蓋
亦
稍
變
其
初
節
云
。

 

こ
の
ほ
か
、『
浙
江
通
志
』
卷
一
六
二
・
人
物
・
名
臣
・
嚴
州
府
一
五
・
宋
旻
條
、
汪

森
編
『
粤
西
叢
載
』
卷
八
・
總
督
兩
廣
軍
務
所
引
『
國
朝
典
彙
』
に
も
傳
記
史
料
が
見

ら
れ
る
。

33　

眞
犯
罪
：『
一
五
年
』・『
九
卿
』
も
、
い
ず
れ
も
「
眞
犯
罪
」
に
作
る
。
楊
本
で
は

「
眞
犯
〔
死
〕
罪
」
と
補
う
。
こ
れ
は
後
文
の
「
雜
犯
死
罪
」
に
對
應
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
、
本
稿
も
こ
れ
に
從
う
。

34　

近
擬
罪
名
：『
一
五
年
』・『
九
卿
』
は
、
い
ず
れ
も
「
定
擬
罪
名
」
に
作
る
。
文
意

に
鑑
み
て
、
こ
ち
ら
に
從
う
。

35　

具
刋
印
貨
賣
：『
九
卿
』
は
、「
具
」
字
を
缺
く
。

36　

若
貨
賣
：『
一
五
年
』・『
九
卿
』
は
、
こ
の
三
文
字
を
記
さ
ず
。
文
意
に
鑑
み
て
衍

字
（
も
し
く
は
誤
記
）
と
判
斷
。

37　

失
論
：『
一
五
年
』・『
九
卿
』
い
ず
れ
も
「
失
論
」
と
記
す
が
、『
明
史
』
卷
九
三
・

志
六
九
・
刑
法
一
（
後
揭
註
41
參
照
）
お
よ
び
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
九
六
（
前
揭
註

④
參
照
）
は
「
失
倫
」
と
記
す
。
文
意
よ
り
推
し
て
「
失
倫
」
が
正
し
い
と
判
斷
す

る
。

38　

免
其
問
罪
：『
一
五
年
』
は
「
免
其
罪
」
に
作
る
。

39　

在
內
：『
九
卿
』
は
「
在
京
」
に
作
る
。

40　

發
：『
九
卿
』
は
「
法
」
に
作
る
。
同
音
の
「
法
」
を
書
き
誤
っ
た
か
。

41　
『
明
史
』
卷
九
三
・
志
六
九
・
刑
法
一

 

　
　

  

十
五
年
、
南
直
隸
巡
撫
王
恕
言
、「
大
明
律
後
、
有
會
定
見
行
律
百
有
八
條
、
不

知
所
起
。
如
兵
律
多
支
廩
給
、
刑
律
罵
制
使
及
罵
本
管
長
官
條
、
皆
輕
重
失
倫
。

流
傳
四
方
、
有
誤
官
守
。
乞
追
板
焚
燬
」。
命
卽
焚
之
、
有
依
此
律
出
入
人
罪
者
、

以
故
論
。

 
こ
の
話
は
『
天
府
廣
記
』
卷
二
〇
・
刑
部
・
正
律
條
に
も
み
え
る
。

42　

沈
家
本
『
歷
代
刑
法
考
』
律
令
九
・
會
定
見
行
律

 

　
　

  
按
、
既
非
奏
定
之
律
、
何
以
刻
入
官
書
相
率
遵
用
。
殊
不
可
解
、
或
別
有
緣
因
、

不
便
形
諸
奏
牘
歟
。

43　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
史
部
十
一
・
詔
令
奏
議
類



八
七

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
下
）

87

 

　
　

  『
王
端
毅
公
奏
議
』
十
五
卷

 
　
　

  

明
王
恕
撰
。（
…
中
略
…
）
恕
吏
部
奏
議
九
卷
、
弘
治
四
年
文
選
郞
孫
交
編
次
、

李
東
陽
序
之
。
後
、兵
部
尙
書
王
憲
取
其
自
大
理
寺
左
寺
副
至
南
京
兵
部
尙
書
時

奏
議
六
卷
、
刻
於
蘇
州
。
御
史
程
啓
元
、
又
刻
於
三
原
。
此
本
則
正
德
辛
巳
三
原

知
縣
王
成
章
合
二
本
而
刻
之
者
。（
…
中
略
…
）
劉
昌
『
懸
笥
瑣
探
』
稱
、「
恕
歷

仕
四
十
五
年
。
凡
上
三
千
餘
疏
」。
則
此
猶
汰
而
存
之
者
矣
。（
…
後
略
）

 

劉
昌
『
懸
笥
瑣
探
』（『
說
郛
續
』
𢎥
第
十
四
）

 

　
　

  

王
端
毅
恕
、
歷
仕
四
十
五
年
、
凡
上
三
千
餘
疏
。
皆
忠
直
凱
功
、
蓋
憂
世
之
志
、

如
范
希
文
濟
世
之
才
、
如
司
馬
君
實
直
諫
如
汲
長
孺
、
惠
愛
如
鄭
子
產
年
九
十

矣
。
猶
考
論
古
今
不
忘
憂
國
。

44　
『
明
代
律
例
匯
編
』
下
（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
七
九
年
）
卷
末
附

錄
。

45　

現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
東
大
東
文
硏
・
東
洋
文
庫
藏
・
嘉
靖
二
十
三
年

江
書

院
重
刋
本
『
大
明
律
例
附
解
』
十
二
卷
な
ど
。

46　

尊
經
閣
藏
・
嘉
靖
五
年
丙
戌
刋
本
『
大
明
律
直
引
增
註
比
互
條
例
釋
義
假
如
』
八
卷

な
ど
。
こ
れ
は
現
存
す
る
も
の
の
中
で
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

47　

陽
明
文
庫
藏
・
萬
曆
十
三
年
刋
本
舒
化
等
撰
『

御
製
新
頒
大
明
律
例
註
釋
招
擬
折

獄
指
南
』
十
八
卷
な
ど
。

48　

董
方
（
一
四
一
六
―
一
四
八
三
）：
字
は
仲
矩
（
中
矩
と
も
）、
順
天
府
漷
縣
の
人
。

正
統
十
（
一
四
四
五
）
年
の
進
士
。
登
第
の
の
ち
、
大
理
寺
よ
り
刑
部
の
左
右
侍
郞
、

都
察
院
右
都
御
史
と
法
司
の
官
職
を
歷
任
、成
化
十
（
一
四
七
四
）
年
十
二
月
に
刑
部

尙
書
と
な
り
、十
三
（
一
四
七
七
）
年
七
月
に
致
仕
。
十
九
（
一
四
八
三
）
年
三
月
に

卒
し
、太
子
少
保
を
贈
ら
れ
る
。
諡
は
襄
敏
。
律
令
と
歷
朝
の
條
例
に
通
曉
す
る
優
秀

な
司
法
官
僚
で
あ
っ
た
一
方
で
、
怨
み
深
く
あ
ま
り
節
操
が
無
い
な
ど
、
性
格
の
面
で

や
や
問
題
の
あ
る
人
物
で
も
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。

 

『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
三
八
、
成
化
十
九
年
三
月
辛
亥
（
十
九
日
）
條

 

　
　

  

致
仕
刑
部
尙
書
董
方
卒
。
方
、
字
中
矩
、
順
天
府
漷
縣
人
。
正
統
乙
丑
進
士
、
授

大
理
寺
副
、
歷
陞
卿
、
轉
刑
部
左
侍
郞
。
大
同
缺
巡
撫
官
、
朝
廷
以
大
同
重
鎮
、

特
陞
方
右
都
御
史
往
巡
撫
之
。
召
入
爲
刑
部
尙
書
、
自
陳
致
仕
、
至
是
卒
。
賜
葬

祭
如
例
。
方
、
久
任
刑
官
、
明
習
律
令
、
能
記
累
朝
條
例
。
堂
審
時
、
屬
官
口
誦

獄
辭
、
一
過
卽
能
了
其
顛
末
、
立
爲
剖
痩
、
人
服
其
才
。
但
頗
任
恩
怨
、
或
傷
于

刻
急
、
於
仕
進
好
爲
結
納
、
操
履
亦
不
甚
檢
飭
、
卒
以
楊
曅
事
被
謗
去
官
。

 

こ
の
ほ
か
傳
記
史
料
と
し
て
、
賀
大
理
少
卿
董
君
序
（『
呂
文
懿
公
全
集
』
卷
八
）、
劉

「
董
公
神
道
碑
」（『
皇
明
名
臣
墓
銘
艮
集
』
卷
十
一
）
周
洪
謨
「
董
公
墓
志
銘
」

（『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷
四
四
）
な
ど
が
あ
る
。

49　

近
年
以
來
、
內
外
法
司
…
問
囚
犯
之
際
、
依
律
議
擬
之
外
、
又
有
加
參
「
情
犯
深

重
」・「
難
照
常
例
」
等
語
。（『
事
類
纂
』
卷
四
六
「
官
司
出
入
人
罪
」
所
收
「
通
行
內

外
問
刑
衙
門
不
許
妄
加
參
語
擅
擬
差
官
例
」
所
引
）

50　

張
謙
（
―
一
四
九
三
）：
字
は
益
之
、
保
定
清
苑
の
人
。
成
化
二
（
一
四
六
六
）
年

の
進
士
。
內
外
の
司
法
衙
門
を
歷
任
、
立
派
な
容
貌
で
人
德
の
髙
い
人
物
と
評
さ
れ

る
。

 

『
明
孝
宗
實
録
』
卷
七
九
、
弘
治
六
年
八
月
丙
戌
（
二
十
四
日
）
條

 

　
　

  

丙
戌
、
南
京
太
僕
寺
卿
張
謙
卒
。
謙
字
益
之
、
保
定
清
苑
人
。
成
化
二
年
進
士
、

授
禮
科
給
事
中
、
歷
都
給
事
中
。
憲
廟
識
其
音
吐
洪
鬯
、
遷
鴻
臚
寺
左
少
卿
、
尋

改
尙
寶
司
卿
、
陞
南
京
太
僕
寺
卿
。
弘
治
三
年
、
服

還
任
。
至
是
卒
于
官
。
訃

聞
、
賜
葬
祭
如
例
。
謙
體
貌
魁
梧
、
居
官
無
失
德
、
居
家
能
孝
友
、
樂
施
予
人
頗

稱
之
。

51　
『
事
類
纂
』
卷
四
六
「
官
司
出
入
人
罪
」
所
收
「
通
行
內
外
問
刑
衙
門
不
許
妄
加
參

語
擅
擬
差
官
例
」

 

　
　

  

近
年
以
來
…
…
所
司
不
察
情
實
、
狃
於
成
案
、
無
由
辨
理
。
…
…
今
各
處
問
刑
衙

門
所
問
罪
犯
、
招
情
輕
重
、
自
有
正
律
、
却
乃
務
深
刻
、
加
添
參
語
、
有
乖
律

意
。

52　

馬
文
升
（
一
四
二
六
―
一
五
一
〇
）：
字
は
負
圖
、
河
南
鈞
州
の
人
。
景
泰
二

（
一
四
五
一
）
年
の
進
士
。
成
化
年
間
に
陝
西
に
て
項
忠
（
一
四
二
一
―
一
五
〇
二
、

字
は
藎
臣
、
諡
は
襄
毅
、
浙
江
嘉
興
の
人
）
と
と
も
に
武
功
を
立
て
、
オ
ル
ド
ス
よ
り

モ
ン
ゴ
ル
勢
力
を
驅
逐
し
、
甘
・
涼
・
寧
三
鎭
の
軍
務
を
總
攬
、
次
い
で
遼
東
の
軍
政

を
整
飭
し
、
兵
部
尙
書
に
累
進
。
弘
治
年
間
に
は
ハ
ミ
王
家
の
復
興
に
も
盡
力
、
吏
部

尙
書
に
昇
進
し
、王
恕
（
註
⑥
參
照
）
と
共
に
政
界
の
重
鎭
と
し
て
活
躍
。
正
德
年
間

に
朝
政
を
辭
去
。
諡
は
端
肅
。

 

『
明
武
宗
實
錄
』
卷
六
四
、
正
德
五
年
六
月
壬
辰
（
八
日
）
條

 

　
　

  

致
仕
少
師
兼
太
子
太
師
吏
部
尙
書
馬
文
升
卒
。
文
升
、
字
負
圖
、
河
南
鈞
州
人
。

景
泰
辛
未
進
士
、
授
監
察
御
史
、
甞
按
山
西
・
湖
廣
、
風
裁
肅
然
。
天
順
癸
未
、



八
八
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擢
福
建
按
察
使
。
成
化
乙
酉
、
擢
南
京
大
理
寺
卿
、
戊
子
、
擢
右
副
都
御
史
巡
撫

陜
西
、
協
同
總
督
都
御
史
項
忠
、
平
土
逹
滿
四
之
亂
、
進
左
副
都
御
史
。
虜
久
據

河
套
、
文
升
大
飭
邊
備
、
且
上
時
政
十
五
事
。
虜
入
寇
、
復
上
策
、
請
駐
精
兵
於

韋
州
、
而
設
伏
於
諸
堡
以
待
之
。
壬
辰
、
虜
寇
臨
鞏
、
文
升
遣
兵
逐
之
、
至
黑
水

口
、
生
擒
其
平
章
迭
烈
孫
、
又
敗
之
於
湯
羊
嶺
好
水
川
、
又
遣
人
以
大
砲
襲
之
於

葫
蘆
峽
口
、
虜
疑
大
軍
至
行
甚
速
、
至
韋
州
、
官
軍
已
陣
于
水
頭
、
賊
馬
渴
敗

遯
。
及
河
凍
乃
皆
出
套
、
自
是
陜
無
虜
患
者
二
十
餘
年
。
乙
未
、

兵
部
右
侍

郞
、
丙
申
、
命
整
飭
遼
東
邊
備
、
丁
酉
、
轉
左
侍
郞
。
戊
戌
、
建
州
女
直
叛
、
大

掠
鳳
集
諸
堡
。
都
御
史
陳
鉞
欲
捲
其
罪
、
屠
入
貢
者
之
家
、
以
捷
聞
朝
廷
。
虜
啓

釁
、
遣
文
升
撫
之
、
忤
太
監
汪
直
、
鉞
交
構
其
間
。
由
是
直
誣
奏
文
升
、
懷
姦
欺

罔
下
獄
、
謫
戍
重
慶
。
癸
卯
、
直
敗
、
始
復
官
、
致
仕
。
甲
辰
、
起
爲
左
副
都
御

史
巡
撫
遼
東
、
乙
巳
、

右
都
御
史
總
督
漕
運
兼
巡
撫
鳳
陽
都
郡
。
是
年
冬
、
召

爲
兵
部
尙
書
、
丙
午
、
以
李
孜
省
譖
、
改
南
京
兵
部
參
贊
機
務
。
丁
未
、
孝
宗
卽

位
、
復
改
都
察
院
左
都
御
史
。
弘
治
戊
申
、
上
十
五
事
、
皆
切
於
新
政
、
上
嘉
納

之
。
有
請
建
二
妃
者
、
文
升
以
山
陵
未
畢
、
奏
寢
之
。
己
酉
、
命
提
督
團
營
、
未

幾
、
改
兵
部
尙
書
、
黜
將
領
不
職
者
三
十
餘
人
。
京
師
大
水
、
疏
時
政
十
餘
事
。

姦
人
蓄
怨
欲
加
害
、
上
知
其
忠
、
命
爲
緝
訪
且
防
護
焉
。
庚
戌
、
虜
數
萬
騎
駐
大

同
、
詭
言
進
貢
、
欲
盡
以
其
人
入
、
不
許
則
犯
邊
。
時
文
升
以
疾
在
吿
、
上
遣
中

官
就
問
之
、
文
升
曰
、「
虜
窮
困
無
能
爲
也
。」
後
虜
又
僞
爲
小
王
子
書
求
入
貢
。

文
升
曰
、「
此
詐
也
。」
旣
而
小
王
子
果
別
有
書
、
人
服
其
識
。
辛
亥
、
以
繼
母
憂

去
、
詔
起
復
、
文
升
累
疏
乞
終
制
、
不
許
。
壬
子
、
加
太
子
少
保
。
皇
太
子
立
、

請
擇
正
人
以
充
輔
導
。
甲
寅
、
加
太
子
太
保
。
虜
書
悖
慢
、
文
升
謂
、「
夷
狄
禽

獸
不
足
校
、
謹
飭
武
備
可
也
。」
陳
修
內
攘
外
十
餘
事
。
戊
午
、
皇
太
子
出
閣
、

加
少
保
兼
太
子
太
傅
。
清
寧
宮
災
、
命
有
司
修
造
。
文
升
極
言
天
下
敝
甚
、
乞
發

內
帑
、
借
太
僕
寺
馬
價
、
惜
薪
司
官
柴
、
以
佐
其
費
。
庚
申
夏
、
加
少
傅
。
虜
酋

火
篩
擁
衆
衆
數
萬
寇
大
同
、
京
師
戒
嚴
。
會
彗
出
室
璧
、
上
憂
之
、
屢
召
文
升
入

便
殿
、
面
議
戰
守
之
策
。
文
升
舉
保
國
公
朱
暉
等
任
將
領
、
令
沿
邊
謹
爲
之
備
、

虜
遂
引
去
。
土
魯
番
虜
哈
密
王
母
及
其
金
印
、撫
之
久
未
定
。
文
升
求
得
忠
順
族

屬
陜
巴
封
之
、
復
爲
所
虜
、
乃
請
安
置
其
來
貢
者
於
兩
廣
福
建
、
使
諸
夷
歸
怨
以

孤
其
勢
、
而
又
選
精
銳
襲
其
守
者
、
由
是
土
魯
番
畏
懼
、
以
陜
巴
及
金
印
來
歸
、

西
域
復
安
。
辛
酉
、
改
吏
部
尙
書
、
嚴
吏
課
覈
仕
版
、
選
法
遂
清
。
鳳
陽
・
南
京

大
風
雨
、
陵
寢
壇

災
、
復
陳
治
道
所
急
者
十
事
。
雲
南
孟
養
土
官
思
六
侵
孟
密

思

地
、
守
臣
以
爲
叛
請
討
之
。
文
升
謂
、「
勞
師
遠
征
、
勝
負
未
必
、
宜
以
璽

書
撫
諭
從
之
」。
思
六
果
服
。
癸
亥
、
加
少
師
兼
太
子
太
師
、
乙
丑
、
應
詔
復
疏

十
事
。
正
德
初
元
、
又
奏
黜
傳
奉
官
七
百
餘
人
。
會
兩
廣
缺
都
御
史
、
文
升
推
侍

郞
熊
繡
、
繡
不
欲
行
、
以
此
怨
。
御
史
何
天
衢
其
郷
人
也
、
遂
劾
文
升
。
文
升
力

請
求
去
、
上
允
之
、
命
給
驛
還
、
賜
以
璽
書
、
給
人
夫
月
米
至
家
、
非
大
事
未
嘗

入
州
、
語
及
時
事
輒
顰
蹙
不
答
。
戊
辰
、
逆
瑾
擅
權
、
坐
嘗
舉
雍
泰
除
名
。
庚

午
、
瑾
敗
、
復
職
、
致
仕
、
命
未
下
而
卒
、
年
八
十
五
。
訃
聞
、
輟
朝
一
日
、
賜

祭
葬
、
贈
特
進
光
祿
大
夫
太
傅
兼
太
子
太
傅
、
謚
端
肅
。
辛
巳
、
今
上
卽
位
、
有

以
公
爲
言
者
、
於
是
加
贈
左
柱
國
太
師
兼
太
子
太
師
。
文
升
歷
事
五
朝
、
垂
六
十

年
。
出
將
入
相
、
文
武
兼
資
。
思
慮
精
深
、
博
通
故
實
。
臨
事
應
變
、
無
少
底

滯
。
奉
公
憂
國
、
隨
事
納
忠
。
每
公
卿
會
議
、
相
顧
不
發
、
文
升
獨
據
理
抗
言
、

語
簡
意
足
。
名
著
四
夷
、
功
在
天
下
。
尤
愼
用
兵
、
未
嘗
輕
有
征
討
。
天
性
嚴
重

寡
言
笑
、
儉
節
清
名
。
終
始
如
一
直
道
、
而
行
不
阿
權
貴
。
雖
遭
讒
離
詬
、
屢
起

屢
仆
、
迄
不
少
貶
。
平
生
好
學
、
手
不
釋
卷
。
所
著
有
「
西
征
石
城
」・「
撫
安
東

夷
」・「
興
復
哈
密
」
三
記
及
奏
議
藏
於
家
。

 

こ
の
ほ
か
傳
記
史
料
と
し
て
、『
明
史
』
卷
一
八
二
、
王
世
貞
「
吏
部
尙
書
馬
公
文
升

傳
」（『
國
朝
獻
徵
錄
』
卷
二
四
）
な
ど
が
あ
る
。

53　

魯
永
清
（
生
没
年
不
詳
）：『
成
化
十
七
年
進
士
登
科
錄
』（『
天
一
閣
藏
明
代
科
舉
錄

選
刋
』
所
收
）
に
よ
れ
ば
、
字
は
端
本
、
湖
廣
黃
州
府

水
縣
の
人
。
軍
籍
。
曾
祖
魯

思
興
、
祖
父
魯
友
才
、
父
魯
鋼
、
母
彭
氏
、
繼
母
胡
氏
。
成
化
十
七
（
一
四
八
一
）
年

に
進
士
及
第
後
、
成
化
末
年
頃
ま
で
に
大
理
寺
右
寺
右
評
事
と
な
り
、
裁
判
に
誤
り
の

無
い
こ
と
を
評
價
さ
れ
、
弘
治
初
年
に
成
都
府
知
府
と
な
っ
た
後
も
、
數
々
の
治
績
を

殘
す
（
雍
正
『
湖
廣
通
志
』
卷
四
八
・
郷
賢
志
・
黃
州
府
）。
正
直
で
俗
流
に
迎
合
せ

ず
、
清
貧
に
甘
ん
じ
、
人
々
の
信
頼
を
集
め
た
と
評
さ
れ
る
（
雍
正
『
四
川
通
志
』
巻

六
・
名
宦
・
成
都
府
・
明
）。
そ
の
後
の
官
歷
な
ど
は
現
時
點
に
お
い
て
不
明
。

 
雍
正
『
湖
廣
通
志
』
卷
四
八
・
郷
賢
志
・
黃
州
府

 

　
　

  
魯
永
清
、
字
本
端
、

水
人
。
成
化
辛
丑
進
士
、
爲
大
理
評
事
、
斷
獄
不
爽
、
出

知
成
都
府
。
遇
旱
、
糴
粟
賑
濟
、
乃
創
置
倉
厫
、
廣
儲
積
。
明
年
、
又
飢
、
民
用

不
匱
。
安
縣
賊
烏
集
滿
萬
、
清
往
諭
、
皆
散
去
。
又
設
釜
於
公
門
外
、
令
訟
者
各

就
爨
、
輙
斷
輙
得
、「
歸
有
負
、
不
解
擔
」
之
謠
。（
舊
通
志
）



八
九

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
下
）

89

 

雍
正
『
四
川
通
志
』
卷
六
・
名
宦
・
成
都
府
・
明

 
　
　

  

魯
永
清
、

水
人
、
弘
治
間
知
成
都
府
。
耿
介
不
阿
、
自
甘
清
約
、
士
民
賴
之
。

54　

弘
治
元
年
四
月
十
三
日
・
都
察
院
左
都
御
史 

馬
文
升
「
問
刑
不
許
拘
泥
成
案
信
憑

參
語
及
將
重
情
倶
擬
不
應

以
誣
吿
捏
作
輕
吿
」（『
事
類
纂
』
卷
四
六
「
官
司
出
入
人

罪
」
所
收
）

 

　
　

  

評
事
魯
永
清
奏
稱
、「
近
來
、
問
刑
官
員
觀
望
逢
迎
、
依
爲
﹇
違
﹈
靡
定
。
審
錄

之
際
、
其
間
賣
弄
條
貫
、
似
是
而
非
者
有
之
。
紐
﹇

﹈
捏
字
樣
、
拗
曲
作
直
者

有
之
。
畏
懼
拳
﹇
權
﹈
勢
、
止
拘
成
案
不
辜
﹇
顧
﹈
罪
及
無
辜
、
信
憑
參
語
定
擬

罪
名
、
不
論
招
情
輕
重
」
等
項
。
深
中
近
年
法
司
官
員
問
囚
之
弊
。

55　

張
懋
（
一
四
四
一
―
一
五
一
五
）：
字
は
廷
勉
、
永
樂
六
（
一
四
〇
八
）
年
に
交
阯

を
平
定
し
た
功
績
に
よ
り
英
國
公
に
封
じ
ら
れ
、正
統
一
四
（
一
四
四
九
）
年
に
土
木

の
變
で
陣
没
し
た
張
輔
の
庶
長
子
。
孝
宗
弘
治
帝
の
信
任
を
受
け
、五
〇
年
に
わ
た
り

百
官
の
長
と
し
て
重
き
を
成
し
、武
官
で
あ
り
な
が
ら
一
度
も
從
軍
す
る
こ
と
な
く
贅

澤
三
昧
の
生
涯
を
送
っ
た
人
物
。

 

『
明
武
宗
實
錄
』
卷
一
二
二
、
正
德
十
年
三
月
丙
戌
（
二
十
九
日
）
條

 

　
　

  

太
師
英
國
公
張
懋
卒
。
懋
字
廷
勉
、
其
先
祥
符
人
。
父
輔
死
、
正
統
己
巳
土
木
之

難
、
其
嫡
子
忠
有
廢
疾
、
忠
子
傑
又
以
所
出
賤
疑
非
眞
子
、
不
得
嗣
。
懋
庶
長
子

也
、
故
嗣
焉
。
景
泰
初
、
懋
以
幼
免
朝
參
、
成
化
甲
午
、
掌
中
府
事
提
督
五
軍

營
、
加
太
子
太
傅
兼
太
子
太
師
。
弘
治
辛
亥
、
以
監
修
憲
宗
實
錄
成
、
加
太
師
、

兼
職
如
故
、
提
督
十
二
營
改
掌
後
府
、
尋
加
特
進
光
祿
大
夫
左
柱
國
。
正
德
己

巳
、
復
以
監
修
孝
宗
實
錄
成
、
有
金
幣
鞍
馬
之
賜
。
癸
酉
、
以
病
免
、
再
踰
年

卒
、
諡
恭
詣
、
追
封
寧
陽
王
。
子
銳
早
死
、
孫
崙
嗣
。
當
弘
治
時
、
四
方
鮮
有
兵

革
、
孝
宗
頗
優
禮
。
懋
每
扈
從
車
駕
、
止
令
佩
刀
、
不
衣
重
甲
。
而
懋
乃
日
事
淫

佚
、
侍
妾
百
餘
人
、
服
飾
奢
僣
、
至
侵
削
軍
士
以
充
其
欲
、
累
爲
言
官
所
劾
。
懋

為
百
官
班
首
五
十
餘
年
、
未
嘗
一
經
行
陣
、
優
游
福
履
、
老
死
牖
下
、
莫
不
榮
而

逹
之
。

56　
『
事
類
纂
』
卷
四
六
「
官
司
出
入
人
罪
」
所
收
「
參
問
官
員
依
律
科
斷
」

 

　
　

  

近
年
以
來
、
有
見
軍
職
爲
事
者
、
原
問
官
員
妄
加
參
語
、
以
致
罪
有
輕
重
。

57　

成
化
二
十
二
年
二
月
十
六
日
・
太
子
少
保
刑
部
尙
書
張

「
申
明
鎭
守
守
備
管
屯
管

粮
等
官
不
許
濫
受
詞
訟
例
」（『
皇
明
成
化
條
例
』
第
九
册
「
皇
明
成
化
二
十
二
年
條

例
」
所
收
）

 

　
　

  

査
得
舊
例
、
鎭
守
緫
兵
、
參
將
、
分
守
、
守
備
等
官
、
俱
不
許
濫
受
詞
狀
、
及
聽

信
跟
隨
伴
當
人
等
撥
置
、
輒
行
軍
衞
有
司
問
理
。
軍
衞
有
司
亦
不
許
阿
附
勢
要
、

順
受
施
行
。
俱
聽
巡
撫
、
巡
按
及
按
察
司
官
拏
問
參
奏
。
奈
何
、
此
例
行
之
旣

久
、
人
心
玩
怠
、
往
往
聽
信
跟
隨
人
員
撥
置
、
顛
倒
羅
織
接
受
、
不
論
事
情
虛

實
、
隨
意
鍛
鍊
。
富
者
罰
銀
物
、
貧
者
加

楚
、
或
受
賄
與
人
追
債
、
或
假
公
報

復
私
讎
、
號
爲
軍
法
處
治
。
其
倚
法
害
人
、
財
力
罄
於
逼
迫
、
膚
血
竭
於
刑
笞
。

怨
嗟
愁
苦
、
不
忍
見
聞
。

 

な
お
、
必
要
以
上
に
報
復
的
・
見
せ
し
め
的
な
處
罰
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、
邊
境
の
軍

事
組
織
に
お
け
る
規
律
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
れ
を
亂
し
た
者
に
對
し
、
軍
規
に
準
じ

て
通
例
よ
り
も
嚴
格
な
處
罰
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、明
初
以
來
の
武
官
優
位
の

殺
伐
と
し
た
氣
風
が
、邊
境
に
お
い
て
い
ま
だ
に
長
ら
く
殘
存
し
て
い
た
こ
と
が
關
係

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

58　

張
敎
：
生
没
年
・
字
號
・
貫
籍
な
ど
は
不
詳
。
ま
た
、
成
化
七
年
に
陜
西
等
道
監
察

御
史
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
官
歷
も
不
詳
。
湖
廣
岳
州
府
安
郷
縣
坊
郭
の
人
で
、
景
泰

元
（
一
四
五
〇
）
年
の
擧
人
と
な
っ
た
張
敎
（
字
は
汝
學
、襄
城
縣
教
諭
）
の
名
が
見

え
る
が
（
康
熙
『
安
郷
縣
志
』
卷
六
・
選
舉
志
・
明
）、
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
。

59　
「
禁
約
內
府
賣
物
及
撫
恤
土
逹
講
讀
律
令
」（『
皇
明
成
化
條
例
』
第
一
册
「
皇
明
成

化

年
條
例
」
所
收
）

 

　
　

  

成
化
七
年
十
二
月
二
十
九
日
、
陜
西
等
道
監
察
御
史
張
敎
等
題
、
爲
陳
言
弭
災

事
。
…
…
計
開
、
…
…
一
、
刑
乃
輔
治
之
法
、
用
之
貴
當
。
近
來
、
在
外
司
府
、

州
、
縣
理
問
知
州
、
知
縣
、
斷
事
、
推
官
等
官
、
悉
係
新
進
士
、
除
授
各
衞
所
鎭

撫
、
皆
係
蔭
襲
官
員
、
多
有
不
知
律
例
、
用
刑
過
當
、
致
人
嗟
怨
。
合
無
都
察
院

行
移
各
處
巡
按
御
史
、
轉
行
按
屬
衙
門
、
著
落
各
該
官
員
、
務
將
『
大
明
律
』
內

及
見
行
條
例
熟
讀
講
究
、
庶
便
用
刑
不
差
。

60　

成
化
二
十
二
年
二
月
十
六
日
・
太
子
少
保
刑
部
尙
書
張

「
申
明
鎭
守
守
備
管
屯
管

粮
等
官
不
許
濫
受
詞
訟
例
」（『
皇
明
成
化
條
例
』
第
九
册
「
皇
明
成
化
二
十
二
年
條

例
」
所
收
）

 

　
　

  
臣
又
看
得
、
各
處
陞
用
管
屯
管
粮
、
整
飭
兵
備
等
項
按
察
司
官
、
多
有
不
由
法
司

出
身
、
素
不
諳
練
。
一
旦
干
問
詞
訟
、
其
間
天
資
聰
穎
者
、
失
錯
之
事
尙
難
盡

免
、
禀
賦
遲
鈍
者
、
照

之
罪
比
比
皆
然
。
其
在
軍
衞
有
司
問
擬
罪
囚
、
徒
罪
以

上
例
該
呈
詳
發
落
、
不
得
自
專
、
尤
爲
庶
幾
。
若
僉
事
等
官
就
得
徑
自
發
落
、
中



九
〇

90

間
冤
抑
誰
與

論
、
下
人
苦
楚
只
得
甘
受
。

61　

毛
松
齡
（
生
没
年
不
詳
）：
字
は
喬
年
、
江
西
南
昌
府
豐
城
縣
大
屋
の
人
。
天
順
六

（
一
四
六
二
）
年
に
擧
人
、
成
化
五
（
一
四
六
九
）
年
に
進
士
と
な
る
（
康
熙
『
豐
城

縣
志
』
卷
三
・
科
第
志
・
明
）。『
明
憲
宗
實
錄
』
に
よ
れ
ば
、
成
化
十
二
（
一
四
七
六
）

年
七
月
に
陜
西
署
員
外
郞
（
卷
一
五
五
）、
同
二
十
（
一
四
八
四
）
年
四
月
に
四
川
成

都
府
知
府
か
ら
山
西
按
察
司
副
使
と
な
り
（
卷
二
五
一
）、
同
二
十
三
（
一
四
八
七
）

年
二
月
に
邊
將
と
の
不
和
が
原
因
で
王
璿
と
任
務
を
交
代
（
卷
二
八
七
）、
四
月
に
湖

廣
副
使
に
調
任
と
な
る（
卷
二
八
九
）。
以
後
の
官
歷
な
ど
は
現
時
點
に
お
い
て
不
明
。

62　
『
皇
明
成
化
條
例
』
第
九
册
「
皇
明
成
化
二
十
二
年
條
例
」
所
收
、
成
化
二
十
二
年

二
月
十
六
日
・
太
子
少
保
刑
部
尙
書
張

「
申
明
鎭
守
守
備
管
屯
管
粮
等
官
不
許
濫
受

詞
訟
例
」
所
引
。
な
お
、
こ
れ
と
同
文
の
も
の
は
、『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
巻
三
八
・

刑
部
類
・
吿
狀
不
受
理
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

63　

成
化
二
十
二
年
二
月
十
六
日
・
太
子
少
保
刑
部
尙
書
張

「
申
明
鎭
守
守
備
管
屯
管

粮
等
官
不
許
濫
受
詞
訟
例
」（『
皇
明
成
化
條
例
』
第
九
册
「
皇
明
成
化
二
十
二
年
條

例
」
所
收
）。

 

　
　

  

且
如
先
年
臣
爲
刑
部
屬
官
時
、
奉

差
往
陜
西
、
審
錄
罪
囚
。
有
彼
處
整
飭
兵
備

僉
事
楊
冕
問
擬
監
候
重
刑
、該
衞
備
開
揭
帖
呈
送
審
錄
。
參
查
原
招
□
〔
議
〕
罪
、

引
律
體
式
已
無
、
其
得
情
與
否
、
尙
未
可
知
。
一
起
、
犯
人
賈
三
三
、
本
官
議

作
、
合
依
女
婿
姦
妻
母
、
係
敗
壤
﹇
壞
﹈
人
倫
、
照
見
行
比
附
律
條
事
例
、
斬
。

又
一
起
、
犯
人
徐
亮
・
王
見
、
本
官
議
作
、
俱
合
依
凡
争
論
事
理
、
聽
經
官
陳

吿
、
若
以
威
力
制
縛
人
、
及
於
私
家
拷
打
監
禁
、
因
而
致
死
者
律
、
各
絞
、
俱
枷

鐐
監
候
審
决
。
前
項
比
附
律
條
斬
罪
、
從
来
所
無
。
後
項
引
律
、
又
不
分
首
從
議

擬
。
其
他
輕
重
罪
囚
、
大
率
類
此
、
難
以
悉
陳
。
後
臣
俱
逐
起
審
錄
、
改
正
發

落
、
欽
遵
原
奉

諭
、
其
故
入
等
罪
俱
不
追
究
。
假
使
彼
時
、
非
皇
上
命
臣
等
前

去
審
錄
、
則
前
項
原
問
死
罪
三
人
、
亦
或
死
於
無
辜
、
誠
非
細
故
。

64　
「
姦
義
子
婦
、
比
擬
姦

麻
以
上
親
之
妻
具
奏
附
官
吏
隠
漏
過
名
等
項
並
増
減
月
日

蔽
匿
過
名
倶
依
律
斷
」

 

　
　

  

一
件
、
應
制
陳
言
事
。
弘
治
陸
年
五
月
內
、
大
理
寺
左
少
卿
屠
勲
奏
、
該
刑
部
等

衙
門
尙
書
等
官
彭　

等
題
准
。
今
後
有
犯
該
姦
義
子
之
婦
者
、比
依
姦

麻
以
上

親
之
妻
擬
奏
。
…
…
其
應
斷
罪
而
無
正
條
者
、
必
須
參
酌
情
犯
輕
重
、
引
律
比

附
、
上
請
、
母
致
罪
有
出
入
。
違
者
、
以
故
失
論
。

 

こ
の
條
文
は
、
寧
波
天
一
閣
藏
『
條
例
全
文
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
皇
明
弘
治

六
年
條
例
』
で
は
な
く
『
皇
明
弘
治
二
年
條
例
』
と
題
さ
れ
た
册
の
末
尾
近
く
に
著
錄

さ
れ
て
い
る
。
影
印
本
（『
天
一
閣
藏
明
代
政
書
珍
本
叢
刋
』（
綫
裝
書
局
、二
〇
一
〇

年
）
第
四
册
所
收
）
の
三
七
六
頁
を
參
照
。
な
お
排
印
本
（『
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
集

成
』（
科
學
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
乙
編
第
二
册
所
收
）
は
、『
皇
明
弘
治
六
年
條

例
』
に
補
遺
二
・
五
月
の
項
目
を
立
て
、
こ
の
條
例
を
移
錄
す
る
（
一
九
三
頁
）。

65　

な
お
、嘉
靖
帝
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
李
默
が
斬
罪
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
こ
の
事

件
に
つ
い
て
は
、
解
揚
「
正
律
・
比
附
律
與
嘉
靖
後
期
判
死
朝
臣
」（『
明
史
硏
究
』
第

十
四
輯
、二
〇
一
四
年
）
二
「
李
默
之
死
與
比
附
律
」
を
參
照
。
解
揚
は
こ
の
章
の
中

で
、成
化
年
間
以
降
の
比
附
律
お
よ
び
不
應
爲
律
に
よ
る
斷
案
を
め
ぐ
る
狀
況
に
つ
い

て
、
主
に
『
明
實
錄
』
に
基
づ
い
て
論
じ
、
中
央
の
官
僚
に
よ
る
反
對
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
實
際
の
審
理
の
場
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
比
附
律
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
こ

と
が
裁
判
官
の
主
觀
や
感
情
が
判
決
に
強
く
反
映
さ
れ
る
結
果
を
引
き
起
こ
し
、裁
判

の
公
正
性
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
述
べ
る
（
一
〇
四
頁
）。

66　
『
明
太
祖
寶
訓
』
卷
三
・
守
法
・
洪
武
二
八
年
二
月
二
四
日

 

　
　

  

洪
武
二
十
八
年
一
﹇
二
﹈
月
戊
子
、
刑
部
臣
奏
、「
律
條
與
條
例
不
同
者
、
宜
更

定
、
俾
所
司
遵
守
。」
太
祖
曰
、「
法
令
者
、
防
民
之
具
、
輔
治
之
術
耳
。
有
經
有

權
。
律
者
常
經
也
、
條
例
者
一
時
之
權
宜
也
。
朕
御
天
下
將
三
十
年
、
命
有
司
定

律
久
矣
。
何
用
更
定
。」

67　
『
明
史
』
卷
九
四
、
刑
法
志
二

 

　
　

  

太
祖
開
國
之
初
、
懲
元
季
貪
冒
、
重
繩
贓
吏
、
揭
諸
司
犯
法
者
於
申
明
亭
以
示

戒
。
又
命
刑
部
、
凡
官
吏
有
犯
、
宥
罪
復
職
、
書
過
榜
其
門
、
使
自
省
。
不
悛
、

論
如
律
。
累
頒
犯
諭
、
戒
諭
、
榜
諭
、
悉
象
以
刑
、
誥
示
天
下
。
…
…
蓋
太
祖
用

重
典
以
懲
一
時
、
而
酌
中
制
以
垂
後
世
、
故
猛
烈
之
治
、

仁
之
詔
、
相
輔
而

行
、
未
嘗
偏
廢
也
。

68　

例
え
ば
、『
事
類
纂
』
卷
四
六
「
官
司
出
入
人
罪
」
所
收
「
通
行
內
外
問
刑
衙
門
不

許
妄
加
參
語
擅
擬
差
官
例
」
所
引
の
天
順
五
年
十
一
月
初
三
日
・
大
理
寺
右
少
卿 

董

方
の
上
奏
を
參
照
。

69　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
八
九
・
成
化
七
年
三
月
乙
酉
（
一
二
日
）
條

 

　
　

  

陜
西
按
察
副
使
鄧
本
端
言
二
事
。
一
、
在
京
三
法
司
有
比
律
罪
名
奏
請
者
、
朝
入

暮
出
、
所
以
情
罪
允
當
、
人
無
冤
滯
。
至
於
天
下
大
小
問
刑
衙
門
應
比
律
者
、
以



九
一

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
下
）

91

奏
請
待
報
、
動
經
歲
時
、
輒
將
所
犯
牽
強
合
律
、
甚
至
出
入
人
罪
。
乞
勅
法
司
集

議
、
檢
閱
已
行
比
律
條
例
、
及
有
不
盡
者
定
議
通
行
奏
請
、
或
刋
附
律
後
、
或
名

『
大
明
比
律
』
頒
行
天
下
、
庶
情
罪
適
宜
、
而
人
無
冤
滯
。

70　

こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
內
容
は
、谷
井
陽
子
「
明
代
裁
判
機
構
の
內
部
統
制
」（
梅

原
郁
『
前
近
代
中
國
の
刑
罰
』、
一
九
九
六
年
）
や
、
同
「
明
律
運
用
の
統
一
過
程
」

（『
東
洋
史
硏
究
』
第
五
八
卷
第
二
號
、一
九
九
九
年
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
問
題
と
も

密
接
に
關
連
し
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
ら
を
參
照
さ
れ
た
い
。

71　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吳
艷
紅
「
國
家
政
策
與
明
代
的
律
注
實
踐
」

（『
史
學
月
刋
』
二
〇
一
三
年
一
期
）
お
よ
び
同
「
選
抜
制
度
與
明
代
官
員
的
法
律
知

識
」（
吳
艶
紅
主
編
『
明
代
制
度
硏
究
』（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
所
收
）

に
詳
し
い
。附

記

本
硏
究
會
は
、
立
命
館
大
學
大
學
院
課
に
よ
る
學
生
硏
究
會
活
動
支
援
制
度
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
。
二
〇
二
〇
年
度
の
硏
究
會
參
加
者
は
、
石
井
和
志
・
池
田
修
太
郎
・
猪
俣
貴

幸
・
片
保
涼
介
・
祁
蘇
曼
・
許
雲
鵬
・
豊
嶋
順
揮
（
敬
稱
略
・
五
十
音
順
）
で
す
。

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
に
井
上
充
幸
（
本
學
文
學
部
教
授
）・
猪
俣
貴
幸
（
本
學
博
士
後

期
課
程
）・
王
子
嘯
・
川
口
長
・
祁
蘇
曼
・
喜
文
字
大
雅
・
黃
錚
・
鈴
木
貴
典
・
豊
嶋
順
揮
・

陸
俊

（
以
上
、
本
學
博
士
前
期
課
程
・
所
屬
は
二
〇
一
七
年
當
時
の
も
の
。
敬
稱
略
。）
で

會
讀
し
た
も
の
を
、
井
上
・
猪
俣
が
當
時
の
議
論
と
そ
の
後
の
調
査
に
基
づ
い
て
譯
註
稿
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
講
讀
に
參
加
し
た
上
記
各
位
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

井
上　

充
幸
（
本
學
文
学
部
教
授
）　　
　
　

猪
俣　

貴
幸
（
本
學
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




